
プレミアム付商品券（第 2弾）
下水道使用料改定のお知らせ
気づいて！虐待

【特集】伊豆国の 1123 人
令和 3年度伊豆の国市決算状況
各種証明書のオンライン申請が開始
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大河ドラマ『鎌倉殿の13人』伊豆の国市ロケ協力の軌跡
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元気いっぱいで少し恥ずかし

がりやのいっしん！たくさん

遊んで大きくなってね！

水
みずぐち

口 稜
いっしん

心 さん（小坂）
（平成 30 年 11 月 30 日生）

4 歳の誕生日おめでとう。お友達と

たくさん遊んでたくさん食べて元気

に大きくなってね。大好きだよ。

梅
うめばら

原 光
み つ き

希 さん（古奈）
（平成 30 年 11 月 12 日生）

お誕生日おめでとう！笑顔いっぱ

いお喋りとダンスが大好きなのん

ちゃん。これからも大好きだよ！

しっかり者で元気いっぱいの夢心

くん。いつもパパとママに笑顔を

ありがとう。夢心、大好きだょー

４歳おめでとう！ピンクとプリン

セスが大好きな千菜。元気いっぱ

いで素敵なお姉さんになってね！

4 歳おめでとう。歌や踊り

が上手で笑顔が可愛いよ。

元気な女の子になぁれ。

山
やました

下 暖
の の か

々香 さん（原木）
（平成 30 年 11 月 9日生）

内
た く み

匠 夢
ゆうしん

心 さん（南條）
（平成 30 年 11 月 2日生）

山
や ま だ

田 千
せ な

菜 さん（神島）
（平成 30 年 11 月 18 日生）

山
や ま だ

田 梨
り お な

央奈 さん（四日町）
（平成 30 年 11 月 9日生）

土
つ ち や

屋 柚
ゆ の

乃 さん（三福）
（平成 30 年 11 月 14 日生）

お 喋 り と お 歌 が 大 好 き な

さっちゃん。これからもその

笑顔で皆を楽しませてね。

小
お が わ

川 彩
さ き こ

希子 さん（金谷）
（平成 30 年 11 月 17 日生）

ママのお手伝いをたくさんしてく

れて、いつも家族を笑顔にしてく

れる柚乃。4 歳おめでとう！！

真
ま の

野 陽
ひ か り

佳梨 さん（古奈）
（平成 30 年 11 月 28 日生）

エルサに憧れるひかりちゃん。4

歳のお誕生日おめでとう！パパと

ママの宝物！大好きだよー！

お調子者のかまってちゃん。4 歳

おめでとう。産まれてきてくれて

ありがとう。大好きだよ美月。

藤
ふ じ い

井 美
み つ き

月 さん（長岡）
（平成 30 年 11 月 21 日生）

平成 30 年～令和 2年の各 12 月
生まれ（２～４歳まで）のお子さんを
募集します。電話またはメールで11
月 6日（日）までに申
し込みください。詳し
くは市 HP をご覧く
ださい。
問協働まちづくり課
☎055-948-1412

市 HP（携帯版）
QR コード
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大河ドラマ『鎌倉殿の13人』

華やかな源平合戦、誕生する鎌倉幕府、権力を巡る
男たち女たちの駆け引きー　源頼朝に全てを学び、武
士の世を盤石にした男 北条義時。野心とは無縁だった
若者は、いかにして武士の頂点に上
り詰めたのか。三谷幸喜が贈る予測
不能エンターテインメント！
作 三谷幸喜
出演 小栗旬、小池栄子、坂口健太郎、
尾上松也、菊地凛子、山本耕史ほか 
毎週日曜20 時 NHK 総合ほか

皆皆皆皆皆皆皆

大河ドラマ『鎌倉殿の13人』伊豆の国市ロケ協力の軌跡

田中田中田中田中中山ス山ス山ス山ス山ス山スコリコリコリコリコリリア採ア採ア採ア採ア採取場取場取場取場取場取 跡地跡地跡地跡地跡地地『伊『伊『伊『伊伊『伊豆オ豆オ豆オ豆オ豆オープープープープープンセンセンセンセットットットット』』』』

大大大大河ド河ド河ド河ド河ドドラマラマラマラマラマラ 『鎌『鎌『鎌『鎌『鎌倉殿倉殿倉殿倉殿の1の1の1の1の 3 人3 人3 人3 人3 人』の』の』の』の』の物語物語物語物語物語は、は、は、は、は、ここここここここ伊豆伊豆伊豆伊豆伊豆の国の国の国の国国
市の市の市の市の市 田中田中田中田中田中田 山ス山ス山ス山ス山スコリコリコリコリココ ア採ア採ア採ア採採取場取場取場取場取場跡地跡地跡地跡地跡地跡地からからからからから始ま始ま始ま始ままりまりまりまりましたしたしたした。主。主。主。主。主。。 人人人人人
公・公・公・公・北条北条北条北条北 義時義時義時義義時義時が生が生が生が生生まれまれまれまれれ育っ育っ育っ育っ育った北た北た北た北た北条の条の条の条の条の郷が郷が郷が郷が郷がが、8、8、8、850505050 年の年の年の年の時を時を時を時ををを
越え越え越え越え越 て、て、て、て、彼ら彼ら彼ら彼ら彼 の故の故の故の故の 郷に郷に郷に郷に「伊「伊「伊「伊豆オ豆オ豆オ豆オ豆オープープープープープンセンセンセンセン ットットットットット」と」ととととしてしてしてして再現再現再現再現再現
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河ド河ド河ド河ド河ドラマラマラマラママラマの世の世の世の世の 界観界観界観界観観を具を具を具を具を具現化現化現化現化現化現化現 したしたしたしたしたもものものものものでしでしでしでしした。た。た。た。た。

問 観光文化課　☎055-948-1177
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エキストラは
延べ458 人！

　
　
　

豆
の
国
市
が
協
力
し
た『
鎌

　
　
　

倉
殿
の
13
人
』の
ロ
ケ
は
、令

和
３
年
７
月
か
ら
令
和
４
年
９
月
ま

で
の
15
カ
月
間
に
わ
た
り
、市
民
の

森
浮
橋
と
そ
の
周
辺
、田
中
山
ス
コ

リ
ア
採
取
場
跡
地（
伊
豆
オ
ー
プ
ン

セ
ッ
ト
）、韮
山
山
木
の
伊
豆
滝
山
不

動
堂
、沼
津
市
、伊
豆
市
、伊
東
市
、裾

野
市
な
ど
、伊
豆
半
島
や
県
東
部
各

地
で
行
わ
れ
、延
べ
４
５
８
人
の
市

民
エ
キ
ス
ト
ラ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
最
も
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た

市民の森  浮橋   山の神ほこら周辺（浮橋）
　令和３年７月に、北条宗時（片岡愛之助）が、「坂

ばんどう

東
武
むし ゃ

者の世を作りたい、そのてっぺんに北条が立つ」と
いう本心を弟の義時（小栗旬）に伝えるシーンが、市民
の森浮橋で撮影されました。義時にとっては兄・宗時
と最期の約束をした場面であり、その後の義時の生き
方に大きな影響を与えた、ドラマの名場面の１つです。

伊豆オープンセット（田中山）
　令和３年７月、物語序盤の舞台地と
なる伊豆の国市や近隣市町でロケはス
タート。約２週間のロケ期間中、多くの
シーンをこの伊豆オープンセットで撮
影。北条館で頼朝を匿うシーンや山木
館を襲撃するシーンなど、物語序盤の
重要なシーンが撮影されました。

伊豆滝山不動（韮山山木）
　令和３年 12 月、源平合戦の一ノ谷の戦いで、源義経（菅田
将暉）率いる軍勢が断崖絶壁の鵯

ひよどりごえ

越を決心したシーンが、撮影
されました。義経の奇襲『鵯越の逆落とし（馬に乗って駆け下
りる）』に繋がる場面で、義経、義時、梶原景時（中村獅堂）、
畠山重忠（中川大志）が断崖絶壁を見上げながら、天才軍略家
義経の策に聞き入っていました。ひっそりと行われた撮影で
したが、豪華俳優陣が一堂に会する現場は、光輝いていました。

伊
豆
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

主
人
公
・
北
条
義
時
役
の
小
栗
旬
さ

ん
は「
と
て
も
良
い
環
境
の
オ
ー
プ

ン
セ
ッ
ト
で
、当
時
の
こ
と
を
想
像

し
や
す
く
、タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
気
分
で
撮
影
で
き
る
」と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
ま
し
た
。北
条
家
ゆ

か
り
の
地
で
あ
り
、撮
影
地
で
あ
る

『
伊
豆
の
国
市
』を
、誇
り
に
感
じ
ま

す
ね
。

　令和３年 12 月、山下市長も陣中見舞いに訪れ
ました。伊豆オープンセットは模様替えを行い、
舞台は鎌倉と京都の街並みとなりました。セット
の半分は鎌倉、半分は京都の街並み、一部エリア
では、奥州平泉のセットも制作され、藤原秀衡、
源義経などが登場するシーンも撮影されました。

　令和４年９月、伊豆オープンセットは最後の模
様替えを行い、物語終盤の鎌倉の街並みが制作さ
れました。撮影内容は、放送前ということで差し
控えますが、このときも多くの市民エキストラが
参加するシーンが撮影されました。

伊

 撮影期間中は、支
し た く ば

度場として
野外活動センター（茅野っ子ひ
ろば）が使われ、ここで着替え
やメイクの支度を整えた役者や
エキストラは、バスでロケ地へ
移動しました。

　令和３年 5月、ロケセット設置に向け建設業協会
若手の会がスコリア採取場跡地を整地。そして全長
210 ｍの巨大な伊豆オープンセットが完成しました。

宗時のいた宗時のいた
見張り台見張り台

北条館北条館

北条館北条館

第1話イメージ第1話イメージ

宗時宗時

第5話イメージ第5話イメージ

義時義時 宗時宗時

第16 話イメージ第16 話イメージ

義時義時

源義経源義経
畠山重忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠忠

梶原景時梶原景時 こんなにたくさん

伊豆の国市でロケ

していたとは！

よしとき

（こしろう）

感
激
！
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ロケ現場に弁当を配達した
キッチンエビセン　菅沼道子さん

ロケ現場に花束を配達した
その生花店　師岡弥生さん

　ロケ現場では、役者さんの全撮影が終わる
『クランクアップ』に花束を贈る習慣がある
そうで、伊豆オープンセットや茅野っ子ひろ
ばの支度場に何度か花を届けました。「花束
が大きくてきれい」と喜んでいただいたと聞
き、うれしくなりました。他にも大河ドラマ
館のある韮山時代劇場に四季折々のお花を
装飾したりと、大河ドラマとは関わ
りが多かったです。

ロケ現場の延焼防止に協力した
伊豆の国市消防団第 12分団の皆さん

　もともと歴史好きだったので、大河ドラマ
が伊豆の国市で撮影されることが決まった一
昨年から放送が待ちきれず、仲間内で歴史の
勉強会を開催していました。ロケ中には、撮
影スタッフと遭遇し、熱意を伝えることもで
きました。『鎌倉殿の 13人』がスポットを当
ててくれた郷土の歴史を大切にして、これか
らも若い世代に伝えていきたいですね。

オープンセット体験会に当選した
星野さん家族

　地元が物語の舞台となったことがきっかけ
で、家族みんなで大河ドラマを見始めました。
9月の体験会で、市内にこんなに大きなロケ
セットがあったと知り、びっくりしました。
石も本物そっくりに作られているなど、細か
い部分までセットが凝っていました。NHKの
プロデューサーさんに直接セットの説明をし
ていただけたのも貴重な体験でした。

　「火を扱うシーンの撮影があるので、
地元消防団として協力してほしい」と
要請を受け、ロケに立ち合いました。
何もないはずのスコリア採取場跡地
に、鎌倉時代の街並みが見事に再現さ
れていたことや、とても多くのスタッ
フ・役者さんが力を合わせて撮影して
いたことに感動しました。

大河ドラマをきっかけに
歴史の勉強会を開催した

（有）相原建設　塩崎純一さん

伊豆の国市建設業協会  若手の会
（株）木村組 専務取締役　木村眞一さん（左）

（有）かとり商事 専務取締役　川口哲哉さん（右）
　田中山のスコリア採取場跡地はもともと
盛土されていたため、『伊豆オープンセッ
ト』の設置に向けて、若手の会が重機で地
盤の形状を変え、大河ドラマのセットに
見合う地盤造成をしました。私たちが造
成した土地の上に大河ドラマのセットが
建って、役者さんが演じているのをテレ
ビで見るのは、何か不思議な気分ですね。

市民エキストラとして撮影に参加した
大谷栄義さん

　伊豆の国市でエキストラ募集があった
とき、「他市町ではなく、市民が参加しな
くては」と思い、応募しました。参加した
ロケは第１～５回全てに計９回。田中山に
キャストが勢揃いする光景を見たときは
感激しましたね。大河ドラマの撮影が地元
で行われることはめったにないので、私の
人生にとって大きな経験になりました。

スタッフ・出演者の宿泊を受け入れた
福狸亭小川家 専務　鴨下友秀さん（左）
小松家八の坊 専務　望月敬太さん（右）

　昨年の 7月から、何度か市内でロケが行われ、
出演者やスタッフが伊豆長岡温泉の旅館やホテ
ルに分かれて泊まりました。コロナ禍の中、感
染症対策を徹底するなどして、大河ドラマゆか
りの地の宿泊業者として、精一杯のおもてなし
を心がけました。泊まった皆さんに「過酷なロケ
から帰ってきて、畳と温泉に癒された」と言って
いただけたのはうれしかったですね。

　最初は歴史好きの母（良江さん）の付き合
いで参加したのに、間近で見た畠山重忠役
の中川大志さんがかっこよくて、すっかり
大河ドラマが好きになってしまいました。
役は農民や庶民の役で、一日中のロケだっ
たけど、暑さ寒さは気になりませんでした。
また次にロケがあったら、作品の内容や
キャストによって参加しようと思います。

　
　

ケ
が
無
事
に
終
了
し
た
陰
に
は

　
　

多
く
の
市
民
の
協
力
が
あ
り
ま

し
た
。エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
し

て
く
れ
た
人
、ロ
ケ
セ
ッ
ト
建
設
や

撤
去
に
関
わ
っ
た
人
、ス
タ
ッ
フ
や

出
演
者
の
宿
泊
を
受
け
入
れ
て
く
れ

た
旅
館
や
ホ
テ
ル
、ロ
ケ
現
場
に
お

弁
当
や
お
花
を
届
け
て
く
れ
た
人
、

ロ
ケ
に
立
ち
合
っ
て
く
れ
た
消
防
団

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
ロ
ケ
を

サ
ポ
ー
ト
し
、盛
り
上
げ
て
く
れ
た

皆
さ
ん
。こ
こ
に
ご
紹
介
で
き
る
の

は
ご
く
一
部
の
人
だ
け
で
す
が
、ロ

ケ
に
協
力
し
て
く
れ
た
全
て
の
皆
さ

ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ロ

市民エキストラとして撮影に参加した
渡辺るりこさん（左）　良江さん（右）

　ロケはまちおこし、という気持ちで配達しま
した。天候でスケジュールが急に変わることも
ありましたが、可能な限り「ロケを支援する」
姿勢で、頼まれれば早朝から深夜まで配達しま
した。スタッフや役者さんが飽きないようメ
ニューに様々なレパートリーを用意したのも、
喜んでもらえたみたいです。撮影スタッフには
　　　毎回必ず、感謝の気持ちと、「また伊豆
　　　へ撮影にお越しください」と伝えました。

ロケを盛り上げて
くれた皆さん

お
か
げ
様
で
伊
豆
ロ
ケ
が

無
事
に
終
わ
り
ま
し
た

心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す

よしとき

（こしろう）

やえ

感
謝
！
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和
暦

出
来
事

時
代

永
暦
元
年

源
頼よ

り
と
も朝
が
伊
豆
に
流
さ
れ
る
。

平　安　時　代

長
寛
元
年

北
条
時と

き
ま
さ政
の
子
・
北
条
義よ

し
と
き時
が
生
ま
れ
る（
現
在
の
寺
家
・
史
跡
北
条
氏
邸
跡
か
）。

治
承
元
年

頼
朝
と
、
伊
東
祐す

け
ち
か親
の
娘
・
八
重
と
の
間
に
千
鶴
丸
が
生
ま
れ
る
。

祐
親
が
千
鶴
丸
を
殺
害
し
、
八
重
を
江
馬
次
郎
に
嫁
が
せ
る
。

北
条
氏
邸
に
保
護
さ
れ
た
頼
朝
が
、
北
条
政
子
と
結
婚
す
る
。

治
承
４
年

以も
ち
ひ
と
お
う

仁
王
が
平
家
追
討
の
令り

ょ
う
じ旨

を
発
す
る
。

頼
朝
、
山
木
兼
隆
の
館
を
襲
い
平
家
打
倒
の
旗
揚
げ
を
す
る
。

頼
朝
、
石
橋
山
の
戦
い
で
敗
れ
安
房
へ
逃
れ
る
。

頼
朝
、
鎌
倉
を
本
拠
地
と
す
る
。

富
士
川
の
戦
い
で
源
氏
軍
が
平
氏
軍
に
大
勝
。

寿
永
２
年

倶く

り

か

ら

利
伽
羅
峠
の
戦
い
で
源
氏
軍
が
平
氏
軍
に
勝
利
す
る
。

平
家
が
京
都
を
脱
出
、
木
曾
義よ

し
な
か仲
が
入
京
す
る
。

元
暦
元
年

木
曾
義
仲
、
宇
治
川
の
戦
い
で
源
範
頼
・
義
経
に
敗
れ
て
戦
死
。

一
ノ
谷
の
戦
い
で
義
経
率
い
る
源
氏
軍
が
勝
利
す
る
。

文
治
元
年

屋
島
の
戦
い
で
源
氏
軍
が
勝
利
す
る
。

壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平
家
滅
亡
。

後ご
し
ら
か
わ

白
河
法
皇
が
義
経
追
討
の
院
宣
を
出
す
。

文
治
５
年

義
経
、
奥
州
で
藤
原
泰や

す
ひ
ら衡
に
討
た
れ
る
。

鎌倉時代

頼
朝
が
奥
州
藤
原
氏
を
滅
ぼ
す（
奥
州
合
戦
）。

建
久
３
年

頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
就
任
す
る
。

建
久
４
年

頼
朝
、
富
士
の
巻
狩
り
を
開
催
。
曾そ

が我
兄
弟
が
仇
討
ち
を
果
た
す
。

　
　

安
時
代
末
期
、京
の
都
で
は
、藤
原

　
　

氏
の
よ
う
な
貴
族
に
代
わ
り
、「
源

氏
」や「
平
氏
」と
い
っ
た
武
士
の
グ
ル

ー
プ
が
権
力
を
争
っ
て
い
ま
し
た
。こ

の
争
い
に
敗
れ
て
京
を
追
い
出
さ
れ
た

源
頼
朝
は
伊
豆
に
配
流
さ
れ
、こ
の
地

と
の
縁
が
始
ま
り
ま
す
。配
流
中
に
頼

朝
は
、伊
東
祐す
け
ち
か親

の
娘
・
八や

え重
と
恋
仲

に
な
り
ま
し
た
が
、祐
親
に
よ
り
引
き

裂
か
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、北
条
時と

き
ま
さ政

の

保
護
を
受
け
て
、そ
の
娘
・
政
子
と
結

婚
し
、時
政
の
子
・
北
条
義よ
し
と
き時（

江
間
小

四
郎
）が
頼
朝
の
義
弟
と
な
り
ま
す
。

　

政
子
の
結
婚
に
よ
り
北
条
家
は
頼
朝

と
強
く
結
び
つ
き
、平
家
打
倒
の
旗
揚

げ
か
ら
、平
家
を
滅
亡
さ
せ
鎌
倉
幕
府

を
開
く
ま
で
に
、頼
朝
の
側
近
と
し
て

の
地
位
を
築
い
て
い
く
の
で
す
。

　

頼
朝
が
死
去
し
た
の
ち
、時
政
・義
時

父
子
は
、将
軍
を
補
佐
す
る『
13
人
の

御
家
人
に
よ
る
合
議
制
』の
中
心
に
身

を
置
き
ま
す
。北
条
家
は
そ
の
後
の
御

家
人
同
士
の
権
力
争
い
に
も
勝
利
し
、

平家滅亡により、

源氏の鎌倉時代が

幕を開けます！
す
。 幕を

頼朝殿や義時殿が

生まれた頃はまだ

平安時代でした。

平

1180 年
▼

　

大
河
ド
ラ
マ
『
鎌
倉
殿
の
13
人
』
の
舞
台
は
、
平
安
時
代
末
期
～

鎌
倉
時
代
初
期
。
こ
こ
で
は
、
物
語
の
参
考
と
な
っ
た
歴
史
書

『
吾あ

ず
ま
か
が
み

妻
鏡
』
の
記
述
な
ど
を
も
と
に
、
源
頼
朝
と
北
条
政
子
、
北
条
義

時
の
活
躍
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

読
め
ば
あ
な
た
も
、『
鎌
倉
殿
の
13
人
』
の
世
界
が
も
っ
と
よ
く

分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

氏
邸
跡
か
）。

1160 年
▼

1185 年
▼

1192 年
▼

正
治
元
年

頼
朝
が
死
去
し
、
頼
朝
の
嫡
男
・
源
頼よ

り
い
え家
が
家
督
を
継
ぐ
。

鎌　　倉　　時　　代

18
歳
の
頼
家
を
補
佐
す
る『
13
人
の
御
家
人
に
よ
る
合
議
制
』が
発
足
。

正
治
２
年

梶か
じ
わ
ら原
景か

げ
と
き時
が
討
ち
取
ら
れ
る
。
三み

う
ら浦
義よ

し
ず
み澄
、
安あ

だ
ち達
盛も

り
な
が長
が
死
去
す
る
。

建
仁
２
年

頼
家
が
二
代
将
軍
に
就
任
す
る
。

建
仁
３
年

頼
家
の
外
戚
・
比ひ

き企
能よ

し
か
ず員
が
北
条
家
に
討
た
れ
る（
比
企
能
員
の
乱
）。

頼
家
の
弟
・
源
実さ

ね
と
も朝
が
三
代
将
軍
に
就
任
す
る
。

将
軍
職
を
解
か
れ
た
頼
家
が
修
禅
寺
に
幽
閉
さ
れ
る
。

元
久
２
年

謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
畠
山
重し

げ
た
だ忠
が
討
ち
取
ら
れ
る（
畠
山
重
忠
の
乱
）。

義
時
・
父
時
政
を
追
放（
牧
氏
の
変
）。

義
時
が
実
質
的
な
執
権
と
な
る
。

承
元
２
年

中な
か
は
ら原

親ち
か
よ
し能

が
死
去
。

建
暦
３
年

和わ

だ田
義よ

し
も
り盛
が
反
乱
を
起
こ
し
、
一
族
が
滅
ぼ
さ
れ
る（
和
田
合
戦
）。

建
保
３
年

時
政
が
死
去
。

建
保
６
年

八は
っ
た田
知と

も
い
え家
が
死
去
。

建
保
７
年
／

承
久
元
年

実
朝
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
公く

ぎ
ょ
う暁
に
暗
殺
さ
れ
る（
源
氏
将
軍
は
三
代
で
途
絶
え
る
）。

藤
原（
九
条
）道み

ち
い
え家
の
子
・
三

 
み
 
と
ら寅（
の
ち
の
四
代
将
軍
・
藤
原
頼よ

り
つ
ね経
）が
鎌
倉
に
下
向
。

承
久
３
年

順じ
ゅ
ん
と
く徳
天
皇
が
懐か

ね
な
り成
親
王（
の
ち
の
仲

ち
ゅ
う
き
ょ
う恭
天
皇
）に
譲
位
。

後ご

と

ば
鳥
羽
上
皇
、
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
揃そ

ろ

い
と
称
し
て
鳥
羽
の
城
南
宮
に
兵
を
招
集
。

後
鳥
羽
上
皇
、
義
時
追
討
の
宣
旨
を
出
す（
承

じ
ょ
う
き
ゅ
う
久
の
乱
勃
発
）。

上
皇
方
の
挙
兵
を
受
け
て
、
幕
府
が
評
議
を
行
う
。

義
時
の
子
・
北
条
泰や

す
と
き時
が
幕
府
軍
を
率
い
て
鎌
倉
を
出
立
。

北
陸
道
の
幕
府
軍
が
越
中
で
上
皇
軍
を
破
る
。

幕
府
軍
が
宇
治
川
で
上
皇
軍
を
撃
破
。

後
鳥
羽
上
皇
が
出
家
し
、
隠
岐
に
配
流
さ
れ
る
。

順
徳
上
皇
が
佐
渡
に
配
流
さ
れ
る
。

三み
よ
し善
康や
す
の
ぶ信
が
死
去
。

貞
応
３
年

義
時
が
死
去
、
泰
時
が
三
代
執
権
と
な
る
。

嘉
禄
元
年

大お
お
え江
広ひ
ろ
も
と元
が
死
去
。

政
子
が
死
去
。

つ
い
に
御
家
人
の
頂
点
で
あ
る
執し
っ

権け
ん

ま

で
登
り
つ
め
、二
代
将
軍
頼よ
り
い
え家

、三
代
将

軍
実さ

ね
と
も朝

を
支
え
ま
す
。

　

源
氏
の
将
軍
が
三
代
で
途
絶
え
た
後

も
義
時
は
執
権
を
務
め
、後
鳥
羽
上
皇

の
朝
廷
軍
と
、東
国
武
士
を
率
い
て
戦

っ
た
承
久
の
乱
の
勝
利
を
経
て
、北
条

家
が
代
々
執
権
職
に
就
く
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。こ
れ
以
降
の
日
本
は
、江
戸

時
代
が
終
わ
り
明
治
時
代
が
始
ま
る
ま

で
の
約
６
０
０
年
以
上
も
の
間
、武
家

政
権
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
も

『
吾
妻
鏡
』を
愛
読
し
て
い
た
と
言
わ
れ

ま
す
。伊
豆
の
国
市
ゆ
か
り
の
源
頼
朝

と
北
条
政
子
・
義
時
は
、武
士
の
世
の

礎
を
築
い
た
偉
人
だ
っ
た
の
で
す
。

承久の乱で武家が朝廷に

勝利し、以後600年以上、

武家政権は続くのです！

承久の乱では、

東国武士たちが

奮戦しました！

頼朝様が亡くなって

私は尼になりました。

）。

　二代将軍頼家のために作られた『御家人の合議
制』。メンバーは北条時政・義時の 2人と有力御家
人 7人（比

ひ き

企能
よしかず

員、梶
かじわら

原景
かげとき

時、和
わ だ

田義
よしもり

盛、八
は っ た

田知
ともいえ

家、
足
あ だ ち

立遠
とおもと

元、三
み う ら

浦義
よしずみ

澄、安
あ だ ち

達盛
もりなが

長）と、京から来た文
官 4人（中

なかはら

原親
ちかよし

能、二
にかい ど う

階堂行
ゆきまさ

政、大
お お え

江広
ひろもと

元、三
み よ し

善康
やすのぶ

信）。

1199 年
▼

1205 年
▼

1219 年
▼

1221 年
▼

1224 年
▼

1225 年
▼

読めば歴史が

よく分かる！
い
い
ね
！

い
ざ

読
ま
ん
！

まさこ

議
家 い

い
ね

い
い
ね

い
い
ね

　中央図書館や韮山図書館に
は、『吾妻鏡』や各登場人物の
専門書、郷土の歴史研究書、
大河ドラマに関する本がそ
ろっています。図書館の本を
読めば、伊豆の国市の歴史が
もっと詳しく分かりますよ。
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撮影してみて

どうでした？

　
　

河
ド
ラ
マ『
鎌
倉
殿
の
13
人
』

　
　

と
い
う
大
き
な
河
の
流
れ
が

今
、フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
１
月
の
大
河
ド
ラ
マ

『
鎌
倉
殿
の
13
人
』放
送
決
定
か

ら
、市
内
で
の
撮
影
終
了
ま
で
の

約
千
日
間
、こ
の
大
き
な
河
の
流

れ
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
は
、市
が

把
握
で
き
る
範
囲
で
計
１
，１
２
３

人
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
の
出
演
協

力
し
て
く
れ
た
人
、伊
豆
オ
ー
プ

ン
セ
ッ
ト
予
定
地
の
造
成
作
業
し

て
く
れ
た
建
設
業
協
会
、大
河
ド

ラ
マ
推
進
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
、

出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
宿
泊
先
で

疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
た
旅
館
ス
タ

ッ
フ
、弁
当
・
花
の
配
達
、ロ
ケ
地

の
清
掃
な
ど
…
で
も
、こ
れ
は
一

部
で
あ
り
、実
際
に
は
も
っ
と
多

く
の
皆
さ
ん
が
、様
々
な
場
面
で

参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。こ
れ
だ
け
多
く
の
市
民
が
一

体
と
な
っ
て
、ロ
ケ
と
い
う
名
の

ま
ち
お
こ
し
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
は
、感
謝
の
言
葉

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
河
ド
ラ
マ『
鎌
倉
殿
の
13
人
』

は
、12
月
18
日（
日
）に
最
終
回
を

迎
え
、伊
豆
の
国
大
河
ド
ラ
マ
館

も
、令
和
５
年
１
月
15
日（
日
）に

閉
館
を
迎
え
ま
す
。

　

し
か
し
そ
れ
は
、私
た
ち
に
と

っ
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
き
な
河
の
終
わ
り
は
、さ
ら
に

大
き
な
海
の
始
ま
り
な
の
で
す
。

　

今
回
私
た
ち
が
、深
く
知
る
こ

と
が
で
き
た
郷
土
の
歴
史
を
、次

は
、市
民
全
員
が
語
り
部
と
な
り
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
番
で
す
。

　

そ
れ
こ
そ
が
、大
河
ゆ
か
り
の

地
で
あ
り
、ロ
ケ
地
と
な
っ
た
伊

豆
の
国
市
が
果
た
す
べ
き
役
割
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大

ＮＨＫプロデューサーとロケに関わった市職員

　

回
、伊
豆
の
国
市
や
伊
豆
の
各
地
で
ロ

　
　

ケ
を
行
っ
た
こ
と
は
、制
作
ス
タ
ッ
フ

に
と
っ
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
？
全
て
の
伊
豆

ロ
ケ
が
終
わ
っ
た
10
月
、大
河
ド
ラ
マ『
鎌

倉
殿
の
13
人
』の
チ
ー
フ
演
出（
映
画
の
監

督
に
あ
た
る
人
）を
務
め
る
吉
田
照
幸
さ
ん

に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
「
歴
史
的
な
ゆ
か
り
の
地
で
、実
際
に
大
河

ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
が
で
き
た
こ
と
に
意
味
が
あ

り
ま
し
た
。生
え
て
い
る
植
物
、山
並
み
や
海

の
色
な
ど
、そ
の
土
地
特
有
の
雰
囲
気
に
、私

た
ち
の
好
奇
心
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は

刺
激
さ
れ
ま
す
。役
者
も
、空
き
時
間
に
周
辺

市
町
の
ゆ
か
り
の
史
跡
を
回
っ
て
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。田
中

山
の『
伊
豆
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
』も
、市
街
地

か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
の
で
、使
い
勝
手

が
良
か
っ
た
で
す
ね
」。

　

エ
キ
ス
ト
ラ
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
、

「
地
元
の
人
が
多
く
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。軍
勢
が
声
を
上
げ

る
シ
ー
ン
な
ど
、い
い
反
応
を
し
て
い
た
だ

け
て
、役
者
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て

演
技
で
き
た
と
思
い
ま
す
。エ
キ
ス
ト
ラ
の

皆
さ
ん
も
ロ
ケ
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
け

ど
、楽
し
ん
で
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
な
ら

う
れ
し
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、市
の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
も

次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
こ
ち
ら

の
無
理
難
題
に
も
快
く
対
応
し
て
く
だ
さ
っ

て
、制
作
ス
タ
ッ
フ
も『
大
変
あ
り
が
た
い
』

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
が
心
か
ら
歓

迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が
伝
わ
り
ま
し

た
。ま
た
今
回
、古
い
お
寺
や
山
道
、湖
の
ほ

と
り
な
ど
、過
去
に
撮
影
し
た
こ
と
の
な
い

ロ
ケ
地
が
各
地
に
埋
も
れ
て
い
ま
し
た
。今

後
ロ
ケ
を
誘
致
す
る
の
で
あ
れ
ば
、伊
豆
半

島
に
眠
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
資
源
を
開
発
し

て
い
く
の
も
よ
い
と
思
い
ま
し
た
」。

　

こ
の
広
報
紙
が
出
る
こ
ろ
に
は
、ち
ょ
う

ど
伊
豆
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
で
撮
影
さ
れ
た
和

田
合
戦（
９
ペ
ー
ジ
年
表
参
照
）の
シ
ー
ン

が
放
送
さ
れ
る
そ
う
で
す
。吉
田
さ
ん
は「
伊

豆
の
国
市
の
ロ
ケ
セ
ッ
ト
で
市
民
エ
キ
ス
ト

ラ
が
参
加
し
て
撮
影
し
た
、和
田
義
盛
の
名

シ
ー
ン
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

今

第1話で伊東祐親の第1話で伊東祐親の家家
 け にん け にん

人人（エキストラ）が北条館に向（エキストラ）が北条館に向
け弓を構えるシーンで演技指導する監督・助監督け弓を構えるシーンで演技指導する監督・助監督

伊豆の国 大河ドラマ館は 1月 15日（日）で閉館
　韮山時代劇場にある大河ドラマ館は、
大河ドラマ『鎌倉殿の 13 人』の放送終了
後、令和５年 1月 15 日（日）で閉館します。
撮影に使われた衣装や、出演者の撮影秘
話の映像など、今しか見られない貴重な
資料が展示されています。毎月変わる限
定入館記念証もぜひ手に入れてください。
　　開館時間　9時～ 17 時
　　　　　  　（最終入館 16 時 30 分まで）
　　休館日　毎月第 1水曜日（1月は無休）

大河ドラマ『鎌倉殿の 13人』
今後の放送日

　全 48 回の歴史物語はここから最高潮へ。
今後の放送日は下記のとおりです。
　　 10 月 30 日（日）　　第 41 回
　　 11 月 6 日（日）　　  第 42 回
　　 11 月 13 日（日）　　第 43 回
　　 11 月 20 日（日）　　第 44 回
　　 11 月 27 日（日）　　第 45 回
　　 12 月 4 日（日）　　  第 46 回
　　 12 月 11 日（日）　　第 47 回
　　 12 月 18 日（日）　　第 48 回（最終回）
　ＮＨＫ総合 20 時
　ＢＳプレミアム／ＢＳ 4Ｋ 18 時
※再放送は各放送日の翌土曜日 13 時 5分

大河ドラマ『鎌倉殿の 13 人』（ＮＨＫ）
チーフ演出（監督）

吉田 照幸 さん

（令和4年10 月1日現在の伊豆の国市人口）

河の終わりは

海の始まり



繰出金
17 億 1,410 万円
　6.8％
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その他
1億 1,569 万円
0.4％

市債
50 億 702 万円

19.0％

国・県支出金
57 億 7,673 万円

21.9％

地方交付税
40 億 1,053 万円

15.2％

譲与税・交付金
18 億 5,354 万円　7.0％

寄附金
4億 5,850 万円　1.7％

財産収入
3億 8,039 万円　1.4％

その他　8億 8,552 万円　3.5％

自主財源
37.0%依存財源

63.0%

繰入金　
4億 8,063 万円　1.8％

繰越金
10 億 8,237 万円　4.1％

市民税
27 億 1,462 万円

固定資産税
31 億 9,245 万円

軽自動車税
1億 5,670 万円

令和３年度

令和 3年度は前年度に比べ、約 18 億 7,494 万円の減額とな
りました。
・ 前年度は、国民一人当たり 10万円の特別定額給付金事業（約 48億５千万円）
があった影響により、「国・県支出金」が 41億２千万円強の減
・ 新ごみ処理施設や新し尿処理場の建設により、「市債」が 13 億 1千万円
強の増

　

市
議
会
９
月
定
例
会
で
、
伊
豆
の
国
市
の
令
和
３
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
と
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
市
に
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

か
と
い
う『
市
の
家
計
簿
』の
こ
と
で
す
。
昨
年
度
１
年
間
の
、
市
の
家
計
の
や
り
く
り
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一 般 会 計

人件費
32 億 8,780 万円

13.1％

　　　公債費
20 億 404 万円
　　　　8.0％

 物件費
34億 3,546 万円
13.7％

普通建設事業費
23 億 8,427 万円

9.5％

補助費
56 億 568 万円
22.3％

問 財務課
☎ 055-948-1414

市たばこ税
3億 6,519 万円

入湯税
5,080 万円

性質別

歳出 251億3,660 万円 歳入 264億 1,499 万円

合計 64 億 7,976 万円
市税の内訳

令和 3年度は前年度に比べ、約 20億 7,097 万円の減
額となりました。
歳出を目的別に着目すると
・子育て世帯等給付金事業等により「民生費」が 10億円強の増
・ 新型コロナウイルス感染症ワクチン接種の実施等などにより「衛
生費」が 20億２千万円強の増
・ 前年度は特別定額給付金事業などを実施したため「総務費」が
41億 1千万円強の減

地方公共　団体の中
心となる 会計で、
市政運営　の基本的
な経費を　計上。

合計 528,702 円※市民一人当たりの換算額
目的ごとの主な使い道

総務費 81,281 円
戸籍、徴税、

地域づくり推進など

商工費 16,686 円
商工業支援、
観光振興など

農林業費 7,458 円
農業・林業の
支援、振興など

消防費 19,362 円
消防、防災など

土木費 33,143 円
道路や公園の
整備など

教育費 40,750 円
小中学校、教育施設、
スポーツ振興など

公債費 42,151 円
借入金の返済など

その他 3,560 円
議会費、労働費、
災害復旧費など

会計区分 収入 支出

水道事業
収益的 7億 6,589 万円 7億 2,999 万円

水道事業
資本的 1,155 万円 3億 2,605 万円

下水道事業
収益的 14億 7,724 万円 13億 8,712 万円

下水道事業
資本的 6億 9,377 万円 7億 9,498 万円

公営企業会計
地方公営企業法の適用を受け、利用者からの料
金などによって公共の利益を目的に経営する事
業会計

積立金
14億 9,562 万円

5.9％
【自主財源】市税など、
市が自主的に得ること
のできる財源。自主財
源が多いほど行政活動
の自主性と安定性を確
保できます。

【依存財源】国や県など
から交付されたり、割り
当てられたりする財源

※ 歳入と歳出の差額
12 億 7,839 万 円 は、
令和 4 年度に繰り越
して財源とします。

扶助費
50億 9,394 万円

20.3％

民生費
83 億 4,014 万円

33.2％

　　　　公債費
20 億 404 万円

8.0％

　　　　　　　教育費
19億3,742万円　7.7％

消防費　9億 2,055 万円　3.6％

土木費
15 億 7,575 万円　6.3％

その他　　1億 6,926 万円　0.6％

衛生費
51 億 7,714 万円

20.6％

　　総務費
38億 6,441 万円
　　 15.4％

商工費　7億 9,332 万円　3.2％
農林業費　3億 5,457 万円　1.4％ 目的別 市税

64 億 7,976 万円
　24.5％

使途の希望 寄附金額 件数 内容

新型コロナウイルス
感染症対策 1,910,000 円 4 件 保育所などの感染症対策の消耗品、備品などの購入

韮山反射炉保全 2,478,046 円 1 件 韮山反射炉保全基金に積み立て

教育振興 1,072,900 円 2 件 教育振興基金に積み立て、長岡南小図書館の図書購入

福祉振興 61,500 円 1 件 福祉対策基金に積み立て

その他 217,000 円 1 件 むし歯予防対策事業のフッ素洗口などを実施
（市内の健康増進のため）

※目的基金に積み立てた額は、次年度以降、使途に見合った事業の財源とします。
寄附金の使い道 特別会計

特定の事業の歳入歳出を処理するために設置される会計

会計区分 歳入 歳出 市民一人当たり
歳出（円）

国民健康保険 57億 5,001 万円 57億 1,134 万円 120,128
後期高齢者医療 6億 4,190 万円 6億 4,085 万円 13,479
介護保険 45億 2,729 万円 44億 7,200 万円 94,060
楠木及び
天野揚水場管理 2,398 万円 1,514 万円 ―

民生費 175,419 円
子育て支援、
高齢者福祉など

衛生費 108,892 円
保健衛生、
ごみ処理など

※四捨五入しているため、数値は一致していない場合があります。
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□
健
全
化
判
断
比
率

次
の
①
〜
④
の
財
政
指
標
を
健

全
化
判
断
比
率
と
い
い
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深

刻
度
を
示
し
ま
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を

合
算
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体

の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

借
金
の
返
済
額
や
こ
れ
に
準
じ

る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資

金
繰
り
の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現

時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示

し
ま
す
。

□
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資
金
の

不
足
額
の
度
合
い
を
示
し
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
が
わ
か
る

用
語
解
説

基金現在高 75 億 6,931 万円

（前年度比） +10 億 6,316 万円

市民一人当たり 159,206 円

一般会計における市債残高、基金残高の推移

基金残高（令和 3年度）

市債現在高 268億 7,411 万円

（前年度比） +30 億 9,699 万円

市民一人当たり 565,247 円

市債残高（令和 3年度）
基金残高（右目盛）市債残高（左目盛） （単位：億円）

… 市債のうち、将来的に国の交
付税の対象となる借金です。
… 市債のうち、実質的な市の借
金です。

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

④将来負担比率

資金不足比率

40.3％

なし

なし

0％

0％

財政の健全性を示す指標

③実質公債費比率
（3カ年平均）

　「地方公共団体の財政の健全化に関する
法律」に基づく 5つの指標を使って、財政
の健全性をチェックしたものです。

市が自分で改善努力をする 国などの関与で再生を目指す

イエロー
カード

レッド
カード

早期健全化基準 財政再生基準

伊豆の国市の健全化判断
比率・資金不足比率にお
いて、早期健全化基準を
超える数値はありません。

なし

6.8％

伊豆の国市はここ！
悪化

市債残高

基金残高

R3
269
196
73
76

問 危機管理課　☎ 055-948-1482

　毎年12月第1日曜日は、静岡県が定める「地域防災の日」です。当日は、市内各地
で地域防災訓練を予定しています。積極的に参加して、防災意識を高めましょう。
※地区ごとの訓練内容は、地区の回覧などで確認してください。

1．情報の入手方法を確認しよう
　気象情報や防災情報は、市のメール配信
サービスや LINE、HP、同報無線をはじめ、
テレビのデータ放送（ｄボタン）、ラジオ、イ
ンターネットなど、さまざまな手段で手に入
れることができます。

12 月4日（日）は 地域防災訓練 の日です

▲ 市防災マップ（p9～ p10）を埋めてみましょう。
（地震編は p3～ p4 をチェック！）

スマホで完結！
各種証明書のオンライン申請を開始しました

問情報政策課　☎ 0558-76-8015

【対象の証明書・届出手続き】
●市民課（☎ 055-948-2901）
　・転出届
　・住民票の写し
　・戸籍謄抄本（全部・個人事項証明書）※
　・戸籍の附票※
　・身分証明書※
　・独身証明書※
　※伊豆の国市が本籍地の場合のみ申請可能です。

●税務課（☎ 055-948-2918）
　・所得証明書
　・課税（所得）証明書
　・非課税証明書
　・納税証明書
　・軽自動車車検用納税
　　証明書（継続検査用）
　・完納証明書

●国保年金課（☎ 055-948-2905）
　・国民健康保険資格喪失届

● その他、「公文書開示関連」（行政経営課）・「犬
の手続き関連」（環境整備課）についても開始し
ています。

【必要なもの】
・ スマートフォン（マイナンバーカード読込機能
のあるもの）
・ スマートフォン用アプリ「Graff er Identity」
　 「Apple store」または「Google Play」からダウン
ロードしてください。

・マイナンバーカード
・署名用電子証明書暗証番号
・ クレジットカード（オンライン決済を伴う場合）
※ 各申請について追加で必要なものがある場合
があります。詳細は市HPをご覧ください。

H23
184
118
66
49

H24
190
124
66
46

H25
191
127
64
45

H26
191
129
62
51

H27
189
130
59
47

H28
189
131
58
56

H29
184
130
54
49

H30
183
132
51
47

R1
219
158
61
63

R2
238
173
65
65

18.0％

13.0％

25.0％

350.0％

20.0％

20.00％

30.00％

35.0％

2．「いつ」「どこへ」逃げるか考えよう
市防災マップを使って、自分の生活圏にど

んな危険があるかを確認し、自分の「逃げ方」
を考えてみましょう。

▲市 LINE
友だち追加

▲防災ラジオ ▲データ放送は
リモコンの dボタンから
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●
内
容

〇
プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
％（
７
，５
０
０
円
分

を
５
，０
０
０
円
で
販
売
）

○
１
冊
当
た
り
専
用
券
８
枚
と
共
通
券
７
枚

の
15
枚
つ
づ
り（
１
枚
は
５
０
０
円
）

　

専
用
券
…
大
型
店
で
は
利
用
不
可

　

共
通
券
…
取
扱
店
全
店
で
利
用
可
能

●
購
入
引
換
券
の
発
送

10
月
中
に
市
内
の
全
世
帯
へ
購
入
引
換
券

を
１
枚
ず
つ
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※
購
入
引
換
券
の
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
販
売
日
程
と　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

１
世
帯
当
た
り
の
数
量
制
限

【
１
次
販
売
】

11
月
１
日（
火
）〜
11
月
21
日（
月
）

１
世
帯
当
た
り
１
セ
ッ
ト
ま
で（
必
ず
購
入

で
き
ま
す
）

【
２
次
販
売
】

11
月
22
日（
火
）〜
12
月
５
日（
月
）

１
世
帯
当
た
り
１
セ
ッ
ト
ま
で

【
３
次
販
売
】

12
月
６
日（
火
）〜
12
月
19
日（
月
）

１
世
帯
当
た
り
３
セ
ッ
ト
ま
で

※
販
売
総
数
２
４
，０
０
０
冊
が
売
り
切
れ

次
第
終
了
の
た
め
、
３
次
販
売
を
実
施
し

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
販
売
場
所

【
郵
便
局
】

韮
山
郵
便
局
・
伊
豆
長
岡
駅
前
郵
便
局
・
伊
豆

長
岡
郵
便
局
・
田
京
郵
便
局
・
大
仁
郵
便
局

【
銀
行
】

三
島
信
用
金
庫（
長
岡
中
央
支
店
・
韮
山
支

店
・
田
京
支
店
・
大
仁
支
店
）ス
ル
ガ
銀
行（
伊

豆
長
岡
支
店
）

【
そ
の
他
】

エ
ス
ポ
ッ
ト
韮
山
店
・
ハ
ン
デ
ィ
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
大
仁
店

●
商
品
券
有
効
期
間

11
月
１
日（
火
）〜
令
和
５
年
２
月
15
日（
水
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券（
第
２
弾
）

11
月
１
日（
火
）〜
販
売
開
始

問
商
工
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
５

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
は
、
住
民
税
均
等
割

非
課
税
世
帯
や
、
令
和
４
年
１
月
〜
12

月
に
家
計
急
変
の
あ
っ
た
世
帯
を
支
援

す
る
新
た
な
給
付
金
で
す
。
受
給
す
る

た
め
に
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
支
給
対
象
世
帯

次
の
①
ま
た
は
②
に
当
て
は
ま
る
世
帯

①
世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
の
世
帯（
住
民
税
均

等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養

親
族
な
ど
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

な
ど
を
除
く
）

②
令
和
４
年
１
月
〜
12
月
の
収
入
が
減

少
し
、
住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入

と
な
っ
た
世
帯

●
給
付
額

　

１
世
帯
当
た
り
５
０
，０
０
０
円

●
申
請
手
続
き

【
支
給
対
象
世
帯
①
の
人
】

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
給
付
内
容

や
確
認
事
項
が
書
か
れ
た
確
認
書
が
11

月
以
降
に
届
き
ま
す
。
確
認
書
の
内
容

（
支
給
要
件
、
振
込
先
な
ど
）を
確
認
し

て
、
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

【
支
給
対
象
世
帯
②
の
人
】

　

申
請
書（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）と
必
要
書
類
を
令
和
５

年
２
月
28
日（
火
）ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
や
家
計
に
急
変
の
あ
っ
た
世
帯
へ

問
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
令
和
５
年
１
月
末
ま
で
）

☎
０
５
５
８（
７
９
）３
８
３
３

投票方法／次のいずれかの方法で投票してください。
　① スマートフォンで右のQRコードを読み込み、案
内に沿って投票

　② 市役所伊豆長岡庁舎、大仁庁舎、韮山支所、中央
図書館、韮山図書館にある投票用紙に記入し、備
え付けの投票箱へ投函してください。

　※投票は、一人 1回とさせていただきます。
受付期限／ 11 月 17 日（木）まで
結 果の公表／投票結果は、市広報紙（2月号を予定）や
市HPのほか、令和５年１月に開催する「20歳のつ
どい」での公表を予定しています。

第18回伊豆の国市

元旦マラソン＆ノルディックウォーキング大会
　3年ぶりとなる今回は会場を長岡体育館に移して開催します。
坂道の多いコースです。令和５年も元気よくスポーツしましょう。

問生涯学習課　
☎ 055-948-1461

とき／令和 5年 1月 1日（日・祝）※小雨決行・延期なし
　受付 8時 30分～ 9時　開会式 9時 15分～
ところ／長岡体育館
部門／〇ノルディックウォーキングの部　2.4㎞（中学生以上）
　　　〇ウォーキングの部　2.4㎞（どなたでも）
　　　〇マラソンの部　1.2㎞（小学生男女・一般男女）
　　　〇マラソンの部　2.2㎞（小学生男女・一般男女）
※複数種目への出場はできません。
　※未就学児はマラソンの部参加不可。ウォーキングの部参加も保護者同伴。
　※ ノルディックウォーキングのポールを先着 40人に貸し出しします。
申込／当日受付のみ。混雑が予想されますので、お早めにお越しください。
その他／〇コースは市HPなどをご覧ください。
　　　　〇参加当日に健康チェックシートを記入してください。
　　　　〇閉会式終了後に参加者を対象に抽選会を行います。
　　　　〇飲酒しての参加はおやめください。

　自分たちの住む伊豆の国市の魅力を再確認・再発見し、
もっともっと伊豆の国市を好きになってもらうため「わ
たしの大好きな伊豆の国市まるごと総選挙」を実施して
います。多くの皆さんからの投票をお待ちしています。

やっぱり伊豆の国市、好きだらぁ

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら　

　

投
票
し
て
く
だ
さ
い
！

問  企画課
☎ 055-948-1413
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問 福祉こども相談センター
☎ 0558-76-8010

在
宅
医
療
・
介
護
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

家
で
医
療
や
介
護
を
受
け
た
い
人
の
た
め

の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
や
ご
家

族
の
気
持
ち
を
伺
い
、
身
体
や
生
活
の
状
況

に
応
じ
て
お
話
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

家
で
の
医
療
や
介
護
で

分
か
ら
な
い
こ
と
、
心

配
な
こ
と
、
困
っ
て
い

る
こ
と
を
お
話
し
く
だ

さ
い
。
専
門
職
か
ら
の

相
談
も
可
能
で
す
。

【
こ
ん
な
お
困
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
】

〇
病
院
で「
介
護
の
申
請
が
必
要
で
す
」と

言
わ
れ
た
。

〇
体
調
が
悪
く
て
通
院
で
き
な
く
な
っ
た
。

訪
問
し
て
く
れ
る
医
師
を
知
り
た
い
。

〇
家
族
の
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
。

〇
仕
事
や
子
育
て
と
介
護
が
両
立
で
き
る
か
。

〇
介
護
が
初
め
て
な
の
で
不
安
。

〇
退
院
し
た
ら
自
宅
で
過
ご
し
た
い
。

【
相
談
先
】

■
長
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５（
９
４
６
）０
６
９
２

■
韮
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５（
９
４
９
）９
２
１
３

■
大
仁
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）７
３
１
１

■
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
相
談
窓
口

☎
０
５
５
８（
７
６
）１
１
３
３

「
家
で
過
ご
し
た
い
」　　
　
　
　

   

思
い
を
チ
ー
ム
で
支
え
ま
す

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
あ
な
た
の
身
体

や
生
活
の
状
況
に
対
応
し
た
チ
ー
ム
を
作

り
、
あ
な
た
や
ご
家
族
を
支
え
ま
す
。

　

ご
自
宅
以
外
に
も
、
介
護
施
設
や
高
齢
者

住
宅
な
ど
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

　

急
な「
困
っ
た
」に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ま
ず
は
、
あ
な
た
が
ど
ん
な
生
活
を
望
ん
で

い
る
か
を
家
族
や
友
人
と
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
分
か
ら
な
い
こ
と
・
不
安
な
こ
と
を
一

人
で
考
え
ず
に
、
伝
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
０

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
を
賦

課
期
日
と
し
て
所
有
者
へ
課
税
し
て
い
ま

す
。
届
出
が
な
い
場
合
、
取
り
壊
し
た
家

屋
に
誤
っ
て
課
税
さ
れ
る
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
未
登
記
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

「
家
屋
滅
失
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
記
済
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　

法
務
局
で「
滅
失
登
記
」の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
滅
失
登
記
を
行
わ
な
い
と

き
や
、
申
請
が
12
月
末
日
ま
で
に
間
に
合

わ
な
い
と
き
は
、「
家
屋
滅
失
届
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
以
前
に
取
り
壊
し
た
家
屋
に
誤
っ

て
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
取
り
壊

し
た
日
を
確
認
で
き
る
書
類（
解
体
証

明
な
ど
）を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※「
家
屋
滅
失
届
」は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
税

　

務
課
窓
口
で
入
手
で
き
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た

　
　

     
と
き
は
一
報
を
！

問
税
務
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
７

　テレビや新聞では、連日、虐待事件が報道されています。虐待事件
は、どこか遠くの町で起きていること…そう思っていませんか？
　でも、ちょっと待ってください！あなたの住む伊豆の国市でも、毎
年、高齢者や障がい者に対する虐待が報告されています。

あなたの周りにはありませんか？

「虐待かも」と思ったら、迷わずお電話ください。
相談者、相談内容の秘密は守ります。匿名での連絡も可能です。

問い合わせ・連絡先
【高齢者・障がい者】
虐待防止センター （福祉こども相談センター内）
☎ 0558-76-8010
【高齢者】
長岡地域包括支援センター　☎ 055-946-0692
韮山地域包括支援センター　☎ 055-949-9213
大仁地域包括支援センター　☎ 0558-76-7311

11 月25 日（金）～12月1日（木）は
犯罪被害者週間 です

　犯罪被害者やその家族は、犯罪
そのものの被害だけではなく、精
神的や経済的にもさまざまな被
害を受けています。
　犯罪被害者が元の生活を取り
戻すためには、皆さんの理解と配
慮が必要です。みんなで支え合う
社会の実現を目指しましょう。

下水道使用料改定のお知らせ
～令和 5年4月1日から下水道使用料を値上げします～

問 下水道課　
☎ 055-948-2920

　市では、下水道事業の健全な経営と適正な維持管理を行っていくため、
令和 5年 4月 1日の検針分から下水道使用料を引き上げます。使用者
の皆さんにはご負担をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

　下水道は市民生活を支える重要なライフラインの一つで
あり、今後も未整備地域の解消や施設の更新、維持管理な
どを継続しなければなりません。しかし、現在の市の使用
料水準では、必要な費用を使用料で賄いきれていません。
この不足分は一般会計に依存しており、未整備地域の市民
との公平性を欠くこととなっています。

下水道使用料改定に至るまで

下水道使用料はこのように変わります
改定前後の下水道使用料（2カ月当たり、税込 )

使用区分
現行 改定後

水量区分 金額 水量区分 金額

一般汚水
基本料金 20㎥まで 2,310 円   20㎥まで 2,596 円

超過料金 1㎥につき 115.5 円 1㎥につき 129.8 円

営業用温泉汚水 1㎥につき 55 円 1㎥につき 61.6 円

□　身体に傷が頻繁にある。
□　急におびえたり、怖がったりする。
□　性器の痛み、かゆみを訴える。
□　 かきむしり、かみつきなど攻撃的な態度
がみられる。

□　 おびえる、わめく、泣く、叫ぶなどのパニッ
ク症状を起こす。

□　 無力感、あきらめ、なげやりな様子になる、
顔の表情がなくなる。

□　 身体からの異臭、汚れがひどい髪、爪が
伸びて汚い、皮膚のただれ。

□　 ずっと同じ服を着ている、汚れたままの
シーツ、濡れたままの下着。

□　 病気やけがをしても家族が受診を拒否、
行った気配がない。

□　日常生活に必要な金銭を渡されていない。
□　 年金や賃金がどう管理されているか本人
が知らない。

□　 サービスの利用料や生活費の支払いがで
きない。

あなたの身近な人にこのようなサインはありませんか？

高齢者 障がい者

　答申を受けた市は、この内容を参考に
作成した使用料改定案を市議会に提出。
９月議会で、令和５年４月１日検針分か
ら約 12％増とする料金改定を実施する議
案を提案し、市議会で承認を受けました。

・市議会での議決

　市では、下水道利用者と未利用者の公
平性を確保するため、市下水道事業運営
審議会に下水道使用料の改定について意
見を求めました。同審
議会では、令和 3年７
月から適正な使用料に
ついて４回の審議が行
われ、６月に「答申書」
が提出されました。

・市下水道事業運営審議会における審議



2022.11.121 2022.11.1 20

　このコーナーでは、大河ドラマ館や伊豆の国物産館の
情報、市内のおすすめスポットなどを紹介します。

問 観光文化課　
☎ 055-948-1480

JAF ウォーキングイベント in伊豆の国

▲観光文化課
インスタグラム

伊豆の国物産館から
　　今月のおすすめ商品のご紹介

問伊豆の国物産館
営業時間：9時～ 17 時

　定休日：大河ドラマ館と同じ
☎ 055-946-5454

▲伊豆の国物産館
インスタグラム

ひだまりマーケット
とき／ 11 月 20 日（日）10時～ 16時
ところ／韮山時代劇場　ひだまり広場
内 容／手づくり雑貨（アクセサリー・布小物など）約
30店舗出店、キッチンカー、スイーツ販売など

今後のひだまりマーケット／
　12月 18日（日）、1月 14日（土）、1月 15日（日）

と き／ 11 月 26 日（土）10時～ 15時（受付時間 10時～ 11時）
コース／韮山反射炉→江川邸→蛭ヶ島公園→大河ドラマ館
　　　　→願成就院→韮山反射炉
内 容／歴史・文化あふれる市内の名所を歩いて周遊します。
　 スマホを使ったスタンプラリー企画も開催！周遊コース内
の 5カ所でスタンプを取得すると、市の名産品を抽選で 3
人にプレゼントします。
定員／ 50 人（申込多数の場合は抽選）
料 金／ 500 円（保険料含む）
申 込／ JAF静岡ご当地情報ページより事前に申し込みください。
　URL　https://jaf.or.jp/common/local/chubu/shizuoka

【（有）つず美湯元園】
スイートタルト
　三島甘藷（紅あずま）を使っ
たスイートポテトをタルト生
地の上に乗せて、こんがりと
焼き上げました。

【たぐ . み cafe】
オーガニックレモンケーキ
　有機無農薬レモンを使用し、
皮も生地に入れてあります。国
産バター、小麦、砂糖にもこ
だわり、無添加でさっぱりすっ
きりとした味わいです。

問 観光文化課　☎ 055-948-1480

　５回目となる「手作りマーケット」を開催します。今回は、
伊豆の国ふるさと博覧会とコラボし、反射炉自然公園でゲ
ルを建て、モンゴル文化の体験や引き馬体験ができます。

とき／ 11 月 6日（日）10時～ 15時 ( 小雨決行・荒天中止 )
ところ／韮山反射炉ガイダンスセンター前芝生広場、反射炉自然公園
内 容／手づくり雑貨、ワークショップ 45店舗
　　　キッチンカー・飲食販売のテントなど 13店舗

▲最新情報はこちら
（手作りマーケットフェイスブック）

問  ひとつなぎ伊豆の国。（事務局：観光文化課）
☎ 055-948-1480

注意事項／・各店舗にて、新型コロナウイルス感染症の予防策に取り組んでいます。
　・マスクの着用、検温、手指の消毒などにご協力ください。
　・ 新型コロナウイルス感染症の流行状況により、開催を中止または
 　   内容を変更する場合がありますのでご了承ください。

　2012 年に倒木した推定樹齢 800 年の名木「頼
朝杉」が今、名仏師の手により、「頼朝公像」とし
て截

きりかね

金の厨
ず し

子とともによみがえります。

１日限りの特別公開！
頼朝公像が伊豆の国市へ

とき／ 11 月 23 日（水・祝）13時～ 17時
ところ／韮山時代劇場　大ホール
料金／無料
主催／頼朝公像プロジェクト委員会

大河ドラマ館基本情報
開館期間／令和 5年 1月 15日（日）まで（予定）
　　　　　9 時～ 17時（最終入館 16時 30分）
休 館日／毎月第 1水曜日（令和５年１月は無休 )

ところ／韮山時代劇場内（四日町 772）
入場料／大人 400 円（団体 300 円）
　　　　小・中学生 100 円（団体 50円）

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

〜
感
染
症
対
策
と
し
て
の
ご
み
の
捨
て
方
〜

第34回

▲申込はこちら

　

次
の
①
〜
③
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

限
ら
ず
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、

ご
家
庭
で
の
感
染
拡
大
予
防
と
し
て
、
ま
た
、

排
出
さ
れ
た
ご
み
を
扱
う
廃
棄
物
処
理
業
者
に

と
っ
て
も
有
効
な
対
策
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
使
用
済
み
の
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を

捨
て
る
と
き
は
、
ご
み
に
直
接
触
れ
な
い
よ

う
に
ご
み
袋
は
し
っ
か
り
縛
っ
て
封
を
し
ま

し
ょ
う（
ご
み
袋
が
満
杯
に
な
る
前
に
封
を

す
る
こ
と
で
、
よ
り
密
閉
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
自
宅
で
検
査
で
き

る
試
薬
キ
ッ
ト（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
検
査

な
ど
）に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で

す
が
、
感
染
防
止
の
た
め
燃
や
せ
る
ご
み
と

し
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

　

※
針
の
あ
る
キ
ッ
ト
を
処
分
す
る
と
き
は
、

購
入
し
た
お
店
、
メ
ー
カ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

③
ご
み
を
捨
て
た
後
は
石
鹸
を
使
っ
て
流
水
で

よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

問
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
１

伊豆の国うま広場 伊豆の国市友好都市交流協会

体験
スケジュール

11 時～ 12 時　引き馬体験
12 時～ 13 時　えさやり体験
13 時～ 15 時　引き馬体験

10 時～ 15 時　 モンゴル風ミルクティー
の試飲

10 時～ 15 時　民族衣装デールの試着
12 時～ 13 時　シャガイ遊びの体験

料金 引き馬体験　　 1,000 円
えさやり体験　　100 円 無料

参加方法 当日先着順 当日先着順

問い合わせ先 伊豆の国うま広場　
☎ 080-6040-4792

伊豆の国市友好都市交流協会
　（事務局：協働まちづくり課）
☎ 055-948-1412

伊豆の国ふるさと博覧会イベント情報

参加者には大河ドラ
マ館オリジナル手ぬ
ぐいプレゼント！
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【
対
象
者
】

　

次
の
①
ま
た
は
②
で
、
令
和
４
年
６
月
〜

９
月
に
特
定
健
診（
後
期
高
齢
者
健
診
）を

受
診
し
な
か
っ
た
人

①
40
〜
74
歳
で
伊
豆
の
国
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人

②
75
歳
以
上
の
市
民
で
静
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人（
一
部
65

〜
74
歳
の
人
を
含
む
）

※
年
齢
は
令
和
５
年
３
月
31
日
時
点

【
自
己
負
担
金
】

　

無
料

【
個
別
健
診（
医
療
機
関
で
受
診
）】

と
き
／
12
月
1
日（
木
）〜
28
日（
水
）

申
込
／
医
療
機
関
へ
電
話
で
予
約（
予
約
が

必
要
な
医
療
機
関
の
み
）

※
土
・
日
曜
日
や
夜
間
に
受
診
で
き
る
医

療
機
関
が
あ
り
ま
す
。

※
健
診
実
施
医
療
機
関
は
、
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
は

「
令
和
４
年
度
健
診
ガ
イ
ド
」で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
集
団
健
診（
市
施
設
で
受
診
）】

と
き（
完
全
予
約
制
）／

　

①
12
月
１
日（
木
）ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

　

②
12
月
２
日（
金
）韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

　

③
12
月
６
日（
火
）韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

　

全
日
８
時
30
分
〜
11
時
受
付

申
込
／
健
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
国
保

年
金
課
へ
電
話
で
予
約

　

受
付
開
始
：
11
月
11
日（
金
）〜

※
定
員
に
達
し
た
場
合
、受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※
が
ん
検
診（
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
）

を
同
時
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
時
に
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。（
が

ん
検
診
は
自
己
負
担
金
が
必
要
で
す
。）

※
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、定
員
を
定
め
、

こ
ち
ら
で
受
付
時
間
を
指
定
し
ま
す
。
指

定
の
時
間
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

指
定
の
時
間
以
外
に
受
診
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

【
持
ち
物
】

①
受
診
券（
成
人
健
康
診
査
受
診
券
兼
受

診
票
用
シ
ー
ル
）、②
質
問
票
、③
健
康
保

険
証

※
紛
失
し
た
場
合
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５

12
月
に
追
加
健
診
を
実
施
し
ま
す

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

問 三島年金事務所　☎ 055-973-1166

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書を送付します

　所得税および住民税の申告の際、国民年金保
険料を納付した分が社会保険料控除の対象とな
ります。令和 4年 1月 1日～ 9月 30 日に納付
した人には、11月上旬に日本年金機構から控除
証明書が送付されます。（10月～ 12月に今年初
めて納付した人は令和 5年 2月上旬に送付。た
だし、11月上旬に発送された人を除く。）

国民年金保険料の納付は口座振替で！まとめて前払いするとお得な割引も！
　口座振替やクレジットカード納付を利用すると
金融機関などの窓口へ行く手間や時間が省けま
す。さらに、「早期（当月末納付）」や「前納」で納
めると保険料が割引されます。
※ 令和 5年 4月からの前納（2年分、1年分、6カ
月分）の新規申し込みは令和 5年 2月末で受付
を終了します。

●口座振替を希望する人
　 「口座振替納付書」を年金事務所または金融機関に
提出してください。
●クレジットカード納付を希望する人
　 「クレジットカード納付申出書」を年金事務所に提
出してください。 日本年金機構

年金事務所からのお知らせ

　また、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を
マイナポータルに電子送付するサービスの開始を予定し
ています。
【問い合わせ】（ねんきん加入者ダイヤル）
　☎ 0570-003-004（ナビダイヤル）
　☎ 03-6630-2525（050から始まる電話の場合）
月～金曜日（8時 30 分～ 19 時）、第2土曜日（9時 30 分～ 16 時）

※土日祝日（第 2土曜日を除く）、12 月 29 日～ 1月 3日を除く

詳しくは日本年金機構のHPをご覧ください。

田
方
広
域
都
市
計
画
の
変
更（
原
案
）に

　
　
　
　
　

   

関
す
る
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

公
聴
会
は
、
都
市
計
画
法
第
16
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
公
開
の
場
で
都
市
計
画

の
変
更（
原
案
）に
関
す
る
意
見
を
述
べ
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

と
き
／
11
月
22
日（
火
）16
時
〜

と
こ
ろ
／
伊
豆
長
岡
庁
舎
１
階
災
害
対
策
室

内
容
／

①
汚
物
処
理
場
…
韮
山
お
よ
び
長
岡
し
尿
処

理
場
の
都
市
施
設
廃
止
に
係
る
都
市
計
画

の
変
更

②
ご
み
焼
却
場
…
韮
山
ご
み
焼
却
場
お
よ
び

長
岡
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
大
仁
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
都
市
施
設
廃
止
に
係
る
都
市
計
画

の
変
更

申
込
／

【
公
述
希
望
者
】

11
月
２
日（
水
）〜
17
日（
木
）に
意
見
の
要

旨
、
そ
の
理
由
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
な
ど
を
記
入
し
た
公
述
申
出
書
を
、

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
都
市
計
画
課
に
提
出

※
公
述
申
出
書
は
、
都
市
計
画
課
ま
た
は
市

Ｈ
Ｐ
で
入
手
で
き
ま
す
。

※
都
市
計
画
の
変
更（
原
案
）は
、
11
月
２

日（
水
）〜
16
日（
水
）に
都
市
計
画
課
ま

た
は
市
Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
傍
聴
希
望
者
】

11
月
２
日（
水
）〜
17
日（
木
）に
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で
都
市
計
画
課
に
申
し
込
み

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項
／

〇
公
述
希
望
者
が
い
な
い
場
合
、
公
聴
会
は

中
止
な
り
ま
す
。

〇
公
聴
会
は
公
述
人
が
意
見
を
述
べ
る
場
で

あ
る
た
め
、
質
疑
応
答

は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
公
聴
会
の
中
止
・
実

施
方
法
が
変
更
の
場

合
、
市
Ｈ
Ｐ
で
ご
案

内
し
ま
す
。

問
都
市
計
画
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
９

℻  
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
８

メ
ー
ルtosikei@city.izunokuni.shizuoka.jp

「
偽
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告
画
面
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
注
意
を
！
」

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心

136○

伊豆の国市役所伊豆長岡庁舎
相談日：毎週月～金曜日、9時～ 16 時

（12 時～ 13 時、年末年始・祝日は除く）
※相談員による相談は月・水・金曜日
問伊豆の国市消費生活センター ☎055-948-2901

【消費生活相談】 伊豆市役所（伊豆市小立野）
相談日：毎週火～木曜日、8時 30 分～ 17 時 15 分

（12 時～ 13 時、年末年始・祝日は除く）
問伊豆市消費生活センター　☎ 0558-72-9858

（
文
と
絵
）　

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

　

以
前
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最

近
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
突
然
、
実

在
す
る
大
手
の
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ

フ
ト
メ
ー
カ
ー
の
ロ
ゴ
と
共
に

「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
の

で
電
話
す
る
よ
う
に
」と
の
警
告

画
面
が
表
示
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
案
で

は
電
話
を
か
け
る
と
、
例
え
ば
、

「
パ
ソ
コ
ン
が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
て
い
る
の
で
除
去
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ

て
、
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子
マ

ネ
ー
を
買
っ
て
、
番
号
の
部
分

を
削
り
、
番
号
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
」な
ど
と
告
げ
ら
れ
、
不

必
要
な
ソ
フ
ト
を
購
入
さ
せ
ら

れ
た
り
、
さ
ら
に
は
遠
隔
操
作

な
ど
を
利
用
さ
せ
て
、
パ
ソ
コ

ン
上
に
保
存
さ
れ
て
い
る
個
人

情
報
を
盗
み
取
る
手
口
も
み
ら

れ
る
よ
う
で
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
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か
つ
て
大
手
旅
行
社
に
勤
務
し
て
い
た

西
川
さ
ん
は
、
54
歳
の
と
き
に
早
期
退
職

し
、
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎

え
た
と
い
い
ま
す
。

「
旅
行
業
界
の
将
来
性
に
限
界
を
感
じ
た

私
が
、『
観
光
地
域
づ
く
り
』と
い
う
新

し
い
可
能
性
を
見
出
し
た
の
は
、
観
光
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
で
し
た
」。

　

そ
し
て
西
川
さ
ん
は
、
三
重
県
観
光
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
９
年
、
故
郷
の『
麒き

り
ん麟

が
く
る
ぎ
ふ
可か

に児
大
河
ド
ラ
マ
館
』館
長

を
１
年
務
め
た
の
ち
、
縁
あ
っ
て
、
今
年

１
月
か
ら『
鎌
倉
殿
の
13
人
伊
豆
の
国
大

河
ド
ラ
マ
館
』の
館
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

就
任
当
初
、
館
長
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

は
、
一
年
間
で
来
場
者
10
万
人
を
呼
び
込

む
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
西
川
さ
ん
は
、

前
職
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
温
和
な
人
柄

を
武
器
に
、
た
っ
た
半
年
で
来
場
者
10
万

人
を
達
成
、
10
月
に
は
14
万
人
を
超
え
て

お
り
、
世
間
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
館
の
あ
る
韮
山
時
代
劇
場

に
は
、
物
産
館
や
義
時
の
里
な
ど
の
関
連

施
設
が
あ
り
、
周
辺
に
も
歴
史
や
観
光
資

源
が
散
在
し
て
い
ま
す
。
西
川
さ
ん
は
、

ド
ラ
マ
館
を
訪
れ
た
観
光
客
を
、
い
か
に

市
内
へ
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
作
る
か
が
課

題
だ
と
語
り
ま
す
。「
お
客
様
に
は
、『
伊

豆
の
国
ま
る
ご
と
』の
冊
子
や『
北
条
家

歴
史
散
策
マ
ッ
プ
』な
ど
を
配
り
、
市
内

の
名
所
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
大
河
ド
ラ

マ
館
の
閉
館
後
も
、『
北
条
』と
い
う
柱

を
大
切
に
し
て
、
観
光
を
推
進
し
て
ほ
し

い
。
最
近
、
地
元
の
南
條
区
が
独
自
に
歴

史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
た
の
も
素
晴

ら
し
い
取
り
組
み
。
こ
こ
か
ら
、『
地
域

づ
く
り
』が
始
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
」。

　

西
川
さ
ん
に
と
っ
て
伊
豆
の
国
市
は

「
人
間
味
豊
か
な
温
か
い
と
こ
ろ
」。
で
、

あ
る
と
同
時
に「
み
ん
な
欲
が
な
い
。も
っ

と
欲
張
っ
て
い
い
の
に
」と
の
こ
と
。
大

河
ド
ラ
マ
館
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た『
地

域
づ
く
り
』の
チ
ャ
ン
ス
を
、
欲
張
っ
て

活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第 6 回

鎌倉殿の 13 人 伊豆の国 大河ドラマ館
館 長

西
に し か わ

川 哲
て つ じ

司

観
光
で
地
域
づ
く
り
を

さん 国
際
交
流
員
が
モ
ン
ゴ
ル
を
紹
介
！

連
載

第
56
回　

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
博
物
館
が
開
館

　

皆
さ
ん
、
サこ

ん

に

ち

は

ェ
ン
バ
ェ
ノ
ー
。

秋
も
一
段
と
深
ま
り
、
日
だ
ま
り

の
恋
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

大
河
ド
ラ
マ『
鎌
倉
殿
の
13
人
』の

撮
影
が
伊
豆
の
国
市
内
の
屋
外
に
設
け

ら
れ
た
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
な
ど
で
行
わ

れ
、
大
河
ド
ラ
マ
館
や
ゆ
か
り
の
地
を

訪
れ
る
人
も
多
く
、
市
内
は
に
ぎ
や
か

で
す
ね
。

21
年
前
、
私
が
初
め
て
日
本
に
来

た
時
に
大
河
ド
ラ
マ『
北
条
時
宗
』が

放
送
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
テ
ー

マ
曲
で
は
モ
ン
ゴ
ル
民
謡『
オ
ル
テ
ィ

ン
ド
ー
』が
流
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。
大
河
ド
ラ
マ『
鎌
倉
殿

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

在
徳
島
モ
ン
ゴ
ル
国
名
誉
領
事
の
協

力
で
皇
居
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る

『
蒙も
う
こ
し
ゅ
う
ら
い
え
こ
と
ば

古
襲
来
絵
詞
』や
奈
良
県
の
天
理

大
学
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る『
チ

ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
ゲ
レ
ゲ（
通
行

証
）Ａ
級
複
製
』が
贈
呈
さ
れ
、
初
め

て
モ
ン
ゴ
ル
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
鎌

倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
ア
ジ
ア
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
た
が
る
強
大
な
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
を
創
建
し
た
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ー
ン
、
そ
の
孫
の
フ
ビ
ラ
イ
が
日
本

に
攻
め
込
み
、
博
多
湾
西
部
に
上
陸
し

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
モ

ン
ゴ
ル
国
内
お
よ
び
世
界
中
か
ら
集
め

ら
れ
た
歴
史
・
文
化
財
が
た
く
さ
ん
の

人
々
を
鎌
倉
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

さ
せ
る
で
し
ょ
う
。

　

大
河
ド
ラ
マ
の
お
陰
で
伊
豆
の
国
市

が
注
目
さ
れ
、
こ
ん
な
歴
史
的
な
場
所

に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
い

ま
す
。
地
域
の
誇
り
を
後
世
へ
伝
え
る

た
め
に
も
、
歴
史
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
は
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
最
後
に
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま

す
。
11
月
６
日（
日
）に
反
射
炉
自
然

公
園
で
ゲ
ル
を
設
置
し
伊
豆
の
国
ふ
る

さ
と
博
覧
会
と
コ
ラ
ボ
の
モ
ン
ゴ
ル
文

化
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
伊

豆
の
国
う
ま
広
場
さ
ん
の
引
き
馬
体
験

な
ど
、
モ
ン
ゴ
ル
の
文
化
に
触
れ
る
コ

ン
テ
ン
ツ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
詳

し
く
は
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
、
バさ

よ

う

な

ら

ヤ
ル
タ
ェ
。

問
協
働
ま
ち
づ
く
り
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
２

の
13
人
』で
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
で
な

く
、
大
河
ド
ラ
マ
を
活
用
し
た
観
光
へ
の

影
響
を
身
近
に
感
じ
た
こ
と
が
一
番
印
象

的
で
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
は
１
９
７
２
年
に
日
本
と
外

交
関
係
を
樹
立
し
、
今
年
で
50
周
年
に
な

り
ま
す
。
１
９
９
２
年
頃
、
連
続
テ
レ
ビ

小
説『
お
し
ん
』が
初
め
て
放
送
さ
れ
、

そ
の
後『
ラ
ブ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
』、

『
東
京
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
』、『
ひ
と
つ

屋
根
の
下
』、『
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
』な
ど

の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
モ
ン
ゴ
ル
語
吹
替
版

で
放
送
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
日
本

語
を
勉
強
す
る
人
が
増
加
し
、
モ
ン
ゴ
ル

人
に
と
っ
て
日
本
は
も
っ
と
身
近
な
国
に

な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

先
月
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
内
に
新
た

に
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
博
物
館
が
開
館

さ
れ
、
約
1
万
４
千
点
の
収
蔵
品
が
展

チンギス・ハーン博物館開館式

㉛

「どこ？」の手話は、指を軽く曲げた手を指を下に
向けて置くように軽く下ろす「場所」と人差し指を
立てて左右に振る「何？」を続けて表します。眉を
上げて問いかける表情で表現しましょう。

「デフリンピック」を知っていますか？
デフリンピックというろう者のオリンピック大会は、1924
年から 4年に一度開催されています。国際手話や目で見てわ
かるスタートの方法などの特徴があります。2025 年には日
本で初開催され、自転車競技は伊豆市で行われる予定です。

問障がい福祉課
☎ 0558-76-8007　℻ 0558-76-8029
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問 文化財課　☎ 055-948-1428

鎌
倉
時
代
だ
け
で
は
な
い
！
伊
豆
の

国
市
各
所
に
散
ら
ば
る
至
宝
の
第

８
回
と
な
る
今
月
号
で
は
、「
韮に

ら
や
ま
じ
ょ
う
あ
と

山
城
跡
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

韮
山
城
跡
は
、
韮
山
中
学
校
の
北
側
に

位
置
す
る
龍

り
ゅ
う
じ
ょ
う
さ
ん

城
山（
標
高
約
53
ｍ
）を
中

心
に
、注
要よ
う
が
い害
の
あ
る
天て
ん
が
た
け

ヶ
岳
（
標
高
約

１
２
８
ｍ
）や
周
辺
の
平
野
部
も
含
め
て

広
が
る
戦
国
時
代
の
城
跡
で
す
。

丘
き
ゅ
う
り
ょ
う陵
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
は
住

宅
や
韮
山
中
学
校
と
な
っ
て
い
る
場
所
か

ら
も
、
遺い

こ
う構

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
韮
山
中
学
校
が
立
っ
て
い
る
周

辺
に
も
城
に
関
係
す
る
遺
構
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
や
プ
ー
ル
の

あ
る
場
所
に
は
城
を
守
る
大
き
な
堀
が
掘

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
写
真
１
は
給
食
セ
ン

タ
ー
を
建
て
て
い
る
と
き
に
発
見
さ
れ
た

堀
跡
と
石
敷
き
の
道
で
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
の
山
裾
に
は

居
住
区
画
と
思
わ
れ
る
屋
敷
地
が
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。
写
真
２
に
あ
る
よ
う
に
、

水
路
は
石
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
城
下
町

に
住
む
人
々
の
た
め
に
道
や
排
水
路
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
遺
構
か
ら
は
、
遺
物
が
た

く
さ
ん
出
土
し
て
い
ま
す
。
写
真
３
に
あ

る
よ
う
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
て
る
前

の
発
掘
の
際
に
も
、
宴
会
に
使
っ
た
で
あ

ろ
う
「
か
わ
ら
け
（
素
焼
き
の
土
器
）」
や

箸
、
大
陸
か
ら
輸
入
さ
れ
た
陶と
う
じ
き

磁
器
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
、
写
真

４
右
下
の
す
り
鉢
で
す
。
す
り
鉢
は
す
り

目
が
な
く
な
る
ほ
ど
使
い
込
ん
だ
も
の
も

見
つ
か
っ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
が
一
生

懸
命
に
調
理
を
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で

き
ま
す
。

　

城
と
い
う
と
軍
事
施
設
と
し
て
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
城
に
付
属
す
る
城

下
町
や
屋
敷
地
か
ら
は
、
当
時
の
日
常
生

活
の
様
子
や
食
文
化
を
示
す
遺
物
が
多
く

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
遺
物
は
、

戦
国
時
代
の
伊
豆
の
国
市
を
知
る
こ
と
の

で
き
る
手
掛
か
り
で
あ
り
、
地
域
の
至
宝

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
注
）要
害
…
砦と
り
で。

険
し
い
地
形
の
場
所

　
　

で
、
守
り
に
適
し
て
い
る
場
所
。

第 8回　韮山中学区〔その 2〕

▲写真１　給食センターを建てるとき
　　　　　に見つかった堀と石敷き道

▲写真２　韮山中学校東側で見つかっ
　　　　　た建物跡と水路

▲写真３　給食センターを建てるとき
　　　　　に見つかった土器や木器

▲写真４　給食センターを建てるとき
　　　　　に見つかった陶磁器

11 月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

　　 中央休館日　　韮山休館日
　　 両館休館日　　おはなし会
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とき／ 11 月 20 日（日）開場 14 時　開演 15 時
ところ／アクシスかつらぎ　大ホール
料金／【全席指定】一律 500 円
　　　※未就園児の入場はご遠慮ください。
　　　※この公演は静岡県の助成金を受けています。
チケット発売場所／アクシスかつらぎ（055-948-0225）
　韮山時代劇場（055-949-8600）

問観光文化課（アクシスかつらぎ）
☎ 055-948-0225

海瀬京子さん

　

県
内
35
市
町
、
37
チ
ー
ム
が
郷
土
の
誇

り
を
か
け
て
競
い
合
い
ま
す
。
市
選
手
団

は
、
７
月
か
ら
厳
し
い
練
習
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。
一
生
懸
命
走
る
選
手
た
ち
に
、

皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
大
会
は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
、
沿
道

で
の
応
援
は
せ
ず
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
／
12
月
３
日（
土
）10
時
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス
／
12
区
間
、
42
・
１
９
５
㎞（
県
庁

前
〜
静
岡
市
内
〜
草
薙
陸
上
競
技
場
）

放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
／

●
大
会
事
前
番
組

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ『
ふ
く
わ
う
ち
』内

11
月
15
日（
火
）15
時
20
分
〜
５
分
間

大
会
の
抱
負
・
チ
ー
ム
状
態

　

な
ど
を
語
り
ま
す
。

●
大
会
中
継（
12
月
３
日
）

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ（
生
中
継
）

　

９
時
30
分
〜
12
時
50
分

　
（
ニ
ュ
ー
ス
の
た
め
中
断
有
）

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ（
完
全
生
中
継
）

　

９
時
45
分
〜
13
時

問
生
涯
学
習
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

自
宅
か
ら
選
手
た
ち
を
応
援
！

第
23
回

9 月 25 日　「クリーンセンターいず」火入式を開催

 伊豆の国市と伊豆市が共同で建設を進めている新ご

み処理施設「クリーンセンターいず」（伊豆市佐野）

で、施設の安全を祈願するため、焼却炉に初めて火を

入れる火
ひ い れ し き

入式が開催されました。火入式では、伊豆の

国市長、伊豆市長、組合議会議長らがスイッチを押し

て焼却炉の点火を行いました。今後、12月末まで焼

却試験による施設の性能確認を行い、令和５年１月４

日（水）から施設の本格稼働を開始します。 山下市長ら関係者がスイッチを押して点火

　大河ドラマ館の入館者数が、13 万人に達しました。

大河ドラマ『鎌倉殿の 13 人』のタイトルにちなんだ

13 万人目の来場者は、東京都から友人と訪れた、齋

藤貢一さん。齋藤さんは、「妻と大河ドラマを見ていて、

おもしろいのでドラマ館を訪れたくなった。また来年

も伊豆の国市を訪れたい」と話しました。大河ドラマ

館では、メイキング映像の上映、キャスト紹介パネル

などの展示を行っています。ぜひ、お越しください。

9 月 27 日　大河ドラマ館入館者数が 13万人を達成

入館者 13万人目に記念品贈呈

入館者 13 万人目の齋藤さんと友人で記念撮影

本から歴史と文化財を学ぶ

配架された本を手に取る生徒たち

9 月 21 日　歴史・文化財関係の図書を配架
若者の力で花を咲かせる
9月 12日～ 15 日　大仁梅林で実習を実施
　静岡県立田方農業高等学校の 2 年生 11 人が、大

仁梅林で就業体験として、剪
せ ん て い

定の実習を行いました。

大仁梅林管理委員会の金子委員長は、「梅林整備を行

うメンバーの高齢化が進んでおり、若者の力を活かす

ために就業体験を初めて受け入れた。花の咲く時期に

訪れて今回の成果を見て欲しい」と話しました。

　大仁梅林では、令和 5 年 2 月 19 日（日）に「おお

ひと梅まつり」の開催が予定されています。 日頃の勉強の成果を腕試し

スポーツでエジプトに笑顔を
9月 13日　青年海外協力隊の川口さんが出発を報告

　青年海外協力隊としてエジプトに派遣される伊豆の

国市出身・在住の川口もみじさんが、出発の報告の

ため市長を訪れました。川口さんは2年間エジプトに

滞在し、環境の整っていない国でのソフトボールの普

及、技術向上、交流のために活動します。市長は「世

界を広げて、多くの経験をするいい機会」と話し、川

口さんは「スポーツの楽しさを伝えたい。帰国後は、

国際教育に携わりたい」と意気込みを語りました。グータッチで川口さんを激励

伊藤さんにお祝い状の贈呈

9 月 15 日　市長が長寿者をお祝い訪問

「敬老の日」感謝とお祝い

　長寿祝い事業として、今年度 100 歳を迎える市民

23 人に、社会の発展に寄与したことのご功労と感謝

を込めてお祝い状と記念品を贈呈しました。対象者の

うち、10 人を市長が訪問しました。記念品を受け取っ

た伊藤はなさんは「毎週の体操と庭の畑仕事が日々の

楽しみ。次の目標は 120 歳」と笑顔を見せ、市長は「本

当におめでたいこと。今の市があるのも皆さんのおか

げ」とお祝いの言葉を述べました。

　市教育委員会は、市内の小中学校に、歴史・文化財

関係の図書約 900 図書を配架しました。これは、市

の歴史や文化財について、調べ学習の充実や知識を深

めることを目的に実施しました。大仁中の図書室では、

気軽に手に取れるよう時代別に配架されています。同

中図書委員長の川口さんは、「漫画など、読みやすい

本もたくさんある。みんなに地域の歴史を知るチャン

スだと伝えたい」と、話していました。

新ごみ処理施設、稼働に向け安全祈願
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※カレンダー／
　令和 5年 4月～令和 6年 3月

広告位置
はココ

◆募 集内容／市民カレンダーの各月、下段に掲載する有料広告
◆広告サイズ／縦 5cm　横 16cm
◆掲 載枠／ 24 枠（各月 2枠× 12 カ月）
◆募集期間／ 12月23日（金）まで
◆掲載料金／ 2 万円／ 1枠（掲載月指定は 3万円／ 1枠）
◆申 込方法／申込書を協働まちづくり課まで提出してください。

令和 5年度
伊豆の国市民カレンダー　有料広告募集

問 協働まちづくり課
☎ 055-948-1412

▲申込書はこちら

わ
た
し
の
主
張
発
表
大
会

　

子
ど
も
た
ち
が
伝
え
た
い
こ
と

や
社
会
へ
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
て

く
だ
さ
い
。
市
町
対
抗
駅
伝
選
手

壮
行
会
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
11
月
26
日（
土
）13
時
10

分
〜
15
時

と
こ
ろ
／
韮
山
時
代
劇
場
大
ホ
ー
ル

内
容
／
わ
た
し
の
主
張
発
表（
小

学
生
・
中
学
生
）、
青
少
年
健

全
育
成
功
労
者
表
彰（
市
内
個

人
・
団
体
）

定
員
／
２
０
０
人（
入
場
無
料
）

申
込
／
開
催
前
日
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

問
生
涯
学
習
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

郷
土
資
料
館
企
画
展「
山
木

遺
跡
の
発
掘
調
査
を
た
ど
る
」

と
き
／
12
月
18
日（
日
）ま
で

と
こ
ろ
／
郷
土
資
料
館

内
容
／
山
木
遺
跡
発
掘
調
査
時
の

写
真
や
、
当
時
の
日
記
な
ど
の

展
示

料
金
／
入
場
無
料

問
郷
土
資
料
館

☎
０
５
５
８（
７
６
）５
６
７
８

瓦
の
レ
プ
リ
カ
作
り

と
き
／
11
月
19
日（
土
）、
27
日

（
日
）10
時
〜
11
時

と
こ
ろ
／
郷
土
資
料
館

内
容
／
願
成
就
院
か
ら
出
土
し
た

軒
丸
瓦
の
レ
プ
リ
カ
を
、
シ
リ

コ
ン
型
と
石
膏
を
用
い
て
作
製
。

対
象
／
小
学
生
以
上（
各
日
５
人
）

料
金
／
無
料

申
込
／
11
月
1
日（
火
）〜
電
話

で（
先
着
順
）

問
郷
土
資
料
館

☎
０
５
５
８（
７
６
）５
６
７
８

ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
研
修
会

と
き
／
12
月
22
日（
木
）13
時
30

分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
大
仁
体
育
館

内
容
／
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
の
同
行

避
難
、
ペ
ッ
ト
の
避
難
所
へ
の

順
応
訓
練
、
ペ
ッ
ト
用
食
料
の

備
蓄
な
ど
に
つ
い
て

対
象
／
市
内
在
住
の
ペ
ッ
ト
を
飼

育
し
て
い
る
人
、
今
後
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
考
え
て
い
る
人
、
25
人

申
込
／
11
月
1
日（
火
）〜
30
日

（
水
）に
環
境
企
画
課
窓
口
ま

た
は
電
話
で

問
環
境
企
画
課

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
２

月
謝
制
水
泳
教
室

と
き
／
毎
週
火
〜
土
曜
日（
開
始

時
間
な
ど
の
詳
細
は
プ
ー
ル
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

と
こ
ろ
／
長
岡
温
水
プ
ー
ル

料
金
／
月
謝
４
，４
０
０
円
、
入

会
金
１
，１
０
０
円

申
込
／
プ
ー
ル
受
付
で
直
接
申
込
み

※
子
ど
も
水
泳
教
室
は
入
会
で
き

な
い
月
も
あ
り
ま
す
。

問  

長
岡
温
水
プ
ー
ル

☎
０
５
５（
９
４
７
）０
１
７
６

　各行事は、新型コロナ
ウイルスの影響で中止
となる場合があります。

2 0 2 2 年
令和  4 年 － 11 月－

休日の診療医
9時～ 17時

事前に病院・田方中消防署へ電話、ま
たは田方医師会 HP でご確認くださ
い。診療医が変わる場合があります。
▶田方中消防署   ☎ 0558-76-0119
▶田方医師会HP
　http://www.tagata-ishikai.jp/

3
（
木
・
祝
）

▶ 江間クリニック（南江間／外・内・
脳外／☎ 055-947-1238）
▶ 修善寺クリニック（伊豆市／内・
皮膚／☎ 0558-72-7272）

6
（
日
）

▶ 杉本医院（南條／循環器・内・外・
呼吸器／☎ 055-949-2222）

▶  中伊豆リハビリテーションセン
ター（伊豆市／内・整外・リハ／
☎ 0558-83-2111）

13
（
日
）

▶ 杉田整形外科（函南町／リウマチ・
整外・リハ／☎ 055-970-2511）

▶  あさいクリニック（吉田／整外／
☎ 0558-77-1374）

20
（
日
）

▶ 函南さくらクリニック（函南町／
胃腸・内／☎ 055-979-1666）

▶青山内科クリニック（伊豆市／
内／☎ 0558-74-2111）

23
（
水
・
祝
）

▶ あおきクリニック（吉田／泌尿
器／☎ 0558-75-0303）

▶  かんなみ仁田クリニック（函南
町／泌尿器・内／☎ 055-970-
1055）

27
（
日
）

▶蛇ヶ橋クリニック（函南町／内・
消化器／☎ 055-970-0555）

▶  中島病院（伊豆市／内・小児／
☎ 0558-87-0333）

ア
ク
シ
ス
の
夕
べpart.175

〜
歌
・
ピ
ア
ノ
編
〜

と
き
／
11
月
19
日（
土
）開
演
19

時（
開
場
18
時
15
分
）

と
こ
ろ
／
韮
山
時
代
劇
場
大
ホ
ー
ル

料
金
／
無
料

出
演
／
神
波
ま
ど
か
・
片
岡
恭
子

問  

観
光
文
化
課（
韮
山
時
代
劇
場
）

☎
０
５
５（
９
４
９
）８
６
０
０

「
森
の
楽が

っ
こ
う校

」

〜
紅
葉
ビ
ン
ゴ
と
リ
ー
ス
作
り
〜

と
き
／
11
月
13
日（
日
）９
時
〜

15
時（
8
時
45
分
に
三
島
市
役

所
駐
車
場
集
合
）

と
こ
ろ
／
箱
根
接
待
茶
屋
の
森

内
容
／
自
然
観
察
・
リ
ー
ス
作
り

定
員
／
小
学
生
以
上
20
人（
小
学

1
〜
3
年
生
は
保
護
者
同
伴
、

定
員
超
過
時
抽
選
）

料
金
／
無
料

申
込
／
11
月
10
日（
木
）ま
で
に

電
話
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

持
ち
物
／
弁
当
、
飲
み
物
、
軍
手
、

マ
ス
ク
、
雨
具
、
防
寒
着

服
装
／
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、

歩
き
や
す
い
靴

問
箱
根
山
組
合

☎
０
５
５（
９
７
６
）１
０
１
３

℻
０
５
５（
９
７
６
）１
０
４
３

大
仁
農
場
・

秋
の
収
穫
体
験
の
日

と
き
／
11
月
13
日（
日
）９
時
〜

13
時（
少
雨
決
行
）

と
こ
ろ
／
大
仁
農
場

　
（
浮
橋
１
６
０
６
‐
２
）

内
容
／
自
然
農
法
産
の
野
菜
収
穫

体
験（
ダ
イ
コ
ン
、
サ
ト
イ
モ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、ニ
ン
ジ
ン
な
ど
）

料
金
／
１
０
０
円
〜
３
０
０
円

※
野
菜
の
生
育
状
況
に
よ
っ
て
内

容
の
変
更
や
数
量
制
限
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
入
場
無
料
。無
料
駐
車
場
あ
り
。

※
ペ
ッ
ト
同
行
不
可

問  （
一
社
）Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文

化
事
業
団

☎
０
５
５
８（
７
９
）１
１
１
８

心
の
ま
ま
ア
ー
ト
展

２
０
２
２

と
き
／
11
月
23
日（
水
・
祝
）〜

12
月
3
日（
土
）

と
こ
ろ
／
サ
ン
ウ
ェ
ル
ぬ
ま
づ

内
容
／
県
東
部
地
域
の
特
別
支
援

学
校
・
支
援
学
級
の
在
校
生
や

卒
業
生
な
ど
の
作
品
展
示

問
障
害
者
の
し
ご
と
を
考
え
る
母
の
会

☎
０
９
０（
４
１
９
４
）４
４
９
９

防
衛
省
採
用
試
験

区
分
／
自
衛
官
候
補
生

試
験
日
／
筆
記
試
験（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試

験
）：
12
月
13
日（
火
）

　

身
体
検
査
・
口
述
試
験
：
12
月

17
日（
土
）

資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
間
／
11
月
14
日（
月
）〜

12
月
６
日（
火
）

問
自
衛
隊
三
島
募
集
案
内
所

☎
０
５
５（
９
８
９
）９
１
１
１

巡
回
交
通
事
故
相
談

と
き
／
11
月
16
日（
水
）10
時
〜

15
時

と
こ
ろ
／
伊
豆
長
岡
庁
舎
相
談
室

料
金
／
無
料

申
込
／
11
月
14
日（
月
）ま
で
に

電
話
で

問
危
機
管
理
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
２

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」強
化
週
間

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
お
困
り
の

人
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

と
き
／
11
月
18
日（
金
）〜
24
日

（
木
）８
時
30
分
〜
19
時

※
祝
日
お
よ
び
土
・
日
曜
日
は
10

時
〜
17
時

※
強
化
週
間
以
外
の
期
間
は
月
〜

金
曜
日
の
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
／

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

問
静
岡
地
方
法
務
局

☎
０
５
４（
２
５
４
）３
５
５
５

全
国
一
斉
に
実
施

同
報
無
線
を
利
用
し
た

緊
急
情
報
の
伝
達
訓
練

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃

な
ど
の
災
害
時
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国

か
ら
の
緊
急
情
報
を
確
実
に

皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た

め
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。

訓
練
の
と
き
／

　
　

11
月
16
日（
水
）

　
　
　
　

11
時
ご
ろ

　

伊
豆
の
国
市
以
外
の
地
域

で
も
、
全
国
的
に「
情
報
伝

達
訓
練
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
気
象
状
況
に
よ
り
、
中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
２
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問
健
康
づ
く
り
課

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０

1
日（
火
）
■
大
腸
・
肺
が
ん
検
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
パ
パ
マ
マ
学
級（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

2
日（
水
）
■
大
腸
・
肺
が
ん
検
診（
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
）

●
４
カ
月
児
離
乳
食
教
室（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

8
日（
火
）
●
３
歳
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

9
日（
水
）
●
６
カ
月
児
相
談（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
２
歳
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

10
日（
木
）
●
の
び
の
び
相
談
会（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）※
要
予
約

22
日（
火
）
●
１
歳
児
相
談（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

25
日（
金
）
●
２
歳
６
カ
月
児
フ
ッ
素（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

市
が
行
う
保
健
事
業
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
人

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。利
用
の
際
は
、

施
設
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
各
時
間
５
組
程
度
）

■
そ
の
他

　

誕
生
月
に
、
バ
ー
ス
デ
イ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（           

）

　

制
作
キ
ッ
ト
や
楽
し
い
遊
び
を
用
意
し
て
い
ま
す
。        

  
   

開
館
時
間
／
９
時
〜
11
時
、
13
時
〜
14
時
30
分

11
月

す
み
れ
広
場　
　

☎
０
５
５（
９
４
９
）０
８
２
３

た
ん
ぽ
ぽ
広
場　

☎
０
５
５
８（
７
６
）６
０
０
６

こ
ど
も
広
場　
　

☎
０
５
５
８（
７
６
）１
３
４
６

県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
、
10
月

５
日
か
ら「
９
４
４
円
／
時
」と

な
り
ま
し
た
。

※
特
定
の
産
業
に
は
特
定（
産
業

別
）最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

問
静
岡
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
４（
２
５
４
）６
３
１
５

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
期
限
延
長

　

国
の
行
っ
て
い
る
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
対
象
と
な
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限
が
９

月
末
か
ら
12
月
31
日（
土
）に
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
総
務
省
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

傷
病
手
当
適
用
期
間
延
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
、
療
養
の
た
め
の
欠
勤

に
対
す
る
傷
病
手
当
の
適
用
期
間

が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

適
用
期
間
／
12
月
31
日（
土
）ま
で

対
象
／
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る

人（
被
用
者
）で
あ
っ
て
、
市

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
ま
た

は
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
被
保
険
者

※
申
請
方
法
や
必
要
書
類
に
つ
い

て
は
、
担
当
課
ま
で
事
前
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

審
査
な
ど
に
よ
り
、
支
給
ま
で

２
〜
３
カ
月
か
か
り
ま
す
。

問
国
保
年
金
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

　

夫
婦
や
恋
人
な
ど
の
間
で
行
わ

れ
る
暴
力
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、犯
罪
と
な
る
行
為
で
あ
り
、

重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

と
き
／
11
月
12
日（
土
）〜
25
日

（
金
）

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
↓
♯
８は

れ

れ

ば

０
０
８

Ｄ
Ｖ
相
談
プ
ラ
ス
↓

０
１
２
０（
２つ

な

ぐ
７
９
）８は

や

く
８
９

問
静
岡
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４（
２
８
６
）９
２
１
７

児
童
扶
養
手
当
を

支
給
し
ま
す

11
月
11
日（
金
）に
、
児
童
扶

養
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
指
定

口
座
に
２
カ
月
分（
９
月
〜
10
月

分
）の
児
童
扶
養
手
当
を
振
り
込

み
ま
す
の
で
、
14
日（
月
）以
降
、

口
座
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

問  

福
祉
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
８

静
岡
県
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

　

静
岡
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
含
む
）に
適
用
さ
れ
る
静
岡

令和 4年度
狩猟期間のお知らせ
ニ ホンジカ・イノシシ／ 11 月 1 日（火）～
　　　　　　　　　　　令和 5年 3月 15 日（水）
そ の他の狩猟鳥獣／ 11 月 15 日（火）～
　　　　　　　　　　　令和 5年 2月 15 日（水）

期間中に入山する場合、次の点にご注意ください。
○ 狩猟者が認識しやすいよう、目立つ色の服装を
心がける。
○ ラジオや鈴などの音の鳴るもので、自身の存在
を知らせる。
○ 獣道にはわなが設置されている場合があるた
め、山道から奥には入らない。

問  静岡県くらし・環境部環境局自然保護課
☎ 054-221-2719

問 環境企画課
☎ 0558-76-8002

ごみを屋外で焼却することは、法律や条例に
より禁止されています。
　庭先のたき火などの場合でも、生活環境への
配慮が必要であり、近隣への悪臭、煙害などの
苦情が発生するような場合は指導の対象となり
ます。なお、法律には５年以下の懲役、1,000
万円以下の罰金の罰則も規定されています。

〇 「燃やせるごみ」として指定ごみ袋に入れて
ごみ集積所、または清掃センターに出す。
〇 指定ごみ袋に入らない多量の刈草などは、
決められた清掃施設に搬入する。（有料）
〇 剪定枝は、決められた長さ・太さに切断し
て、資源循環センター農土香に搬入する。
（事業系のものは有料粗大ごみとします。）

正しいごみの処理方法

8
日（
火
）

お
は
な
し
会

交
通
安
全
教
室

10
時
〜
10
時
20
分

9
時
30
分
〜
10
時

9
日（
水
）

す
く
す
く
タ
イ
ム
ミ
ニ

10
時
45
分
〜
11
時

10
日（
木
）

リ
ズ
ム
遊
び

ク
レ
パ
ス
遊
び

10
時
〜
10
時
20
分

9
時
〜
11
時

11
日（
金
）

ク
レ
パ
ス
遊
び

9
時
〜
11
時

15
日（
火
）

交
通
安
全
教
室

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

（
11
月
１
日
予
約
開
始
）

10
時
〜
10
時
30
分

9
時
30
分
〜
10
時

11
時
〜
11
時
45
分

17
日（
木
）

お
は
な
し
会

10
時
10
分
〜
10
時
30
分

22
日（
火
）

お
は
な
し
会

10
時
〜
10
時
20
分

24
日（
木
）

す
く
す
く
タ
イ
ム
の
日

（
ミ
ニ
運
動
会
）
10
時
〜
10
時
30
分

29
日（
火
）

誕
生
日
会

ベ
ビ
ー
リ
ズ
ム

（
11
月
16
日
予
約
開
始
）

10
時
〜
10
時
15
分

10
時
30
分
〜
11
時

区分／伊豆の国市会計年度任用職員
期間／令和5年4月～令和7年3月
内 容／街頭指導や下校指導、交通安全に関する
イベントなどの交通安全教育の推進と交通事
故防止のための交通安全啓発活動
報酬／あり（伊豆の国市交通指導員設置条例に基づく）
※ 交通指導員は、各区長からの推薦に基づき選出されます。

問 危機管理課
☎ 055-948-148211

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

問
福
祉
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
０

交通指導員　募集
あ
な
た
の
気
付
き
が

　
子
ど
も
の
命
を
守
り
ま
す

大
人
が
子
ど
も
に
暴
力
を

振
る
っ
た
り
、
ひ
ど
い
言
葉

で
心
を
傷
つ
け
た
り
す
る
の

は「
虐
待
」で
す
。

虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
は
年

間
50
件
を
超
え
、
一
週
間
に

一
人
の
子
ど
も
が
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
虐
待
か
も
」と
思
っ
た

ら
、
迷
わ
ず
児
童
相
談
所
虐

待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

１い
ち
は
や
く

８
９
に
電
話
を
。

広報 10月号掲載内容のお詫びと訂正

　広報11月号の掲載内容に誤り
がありました。下記の通り訂正し、
お詫び申し上げます。

【訂正箇所】
35 ページ「表紙より」
誤：▲昭和 3 年（1928）の駿豆鉄道長岡
　　　営業所バス乗り場
正：写真の正確な時期は不明です。

▲総務省HP
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▼
表
紙
は
大
河
ド
ラ
マ
『
鎌

倉
殿
の
13
人
』
第
１
話
の
撮

影
シ
ー
ン
。
今
年
度
か
ら
広

報
へ
出
戻
り
、
久
々
に
特
集

を
組
み
ま
し
た
。
15
年
前
の

特
集
『
映
像
と
い
う
戦
略
』を

思
い
出
し
ま
す
。
時
代
は
変

わ
れ
ど
、
多
く
の
人
の
手
で

紡
ぎ
出
さ
れ
る
映
像
作
品
の

素
晴
ら
し
さ
は
変
わ
り
ま
せ

ん
ね
。
特
集
を
読
ん
で
『
鎌

倉
殿
の
13
人
』
に
興
味
を
持

っ
て
く
れ
た
人
は
、
ぜ
ひ
今

週
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
夏

▼
ま
る
ご
と
総
選
挙
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
が
お
ス

ス
メ
し
た
い
市
内
の
景
色
は

ど
こ
で
す
か
？
こ
の
機
会
に

写
真
も
撮
っ
て
、
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
に
応
募
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

芽

▼
数
多
く
の
大
河
ド
ラ
マ
関

連
イ
ベ
ン
ト
の
取
材
に
行

き
、
市
が
一
体
と
な
っ
て
盛

り
上
が
る
様
子
を
肌
で
感
じ

て
き
ま
し
た
。
義
時
公
も
こ

の
様
子
を
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。
大

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を

買
う
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　

（
原
木
・
68
歳
・
女
性
）

●
秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。
今

年
は
い
ろ
い
ろ
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
田
京
・
61
歳
・
女
性
）

●
自
分
で
も
ア
ナ
グ
ラ
ム
問
題

を
考
え
て
み
ま
し
た
。
本
当

に
脳
ト
レ
に
な
り
ま
す
。

　
　

（
韮
山
多
田
・
65
歳
・
女
性
）

（
大
仁
・
59
歳
・
男
性
）

●
最
近
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。
休
日
に
歴
史
巡
り
を
す

る
の
が
日
課
で
す
。

（
四
日
町
・
27
歳
・
男
性
）

●
台
風
15
号
で
災
害
は
身
近
な

も
の
と
身
に
し
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
三
福
・
64
歳
）

●
公
共
交
通
が
大
好
き
で
す
。
こ

の
記
事
で
、
広
報
を
読
も
う
と
思

う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

（
原
木
・
11
歳
・
男
性
）

　

広
報
紙
へ
の
感
想
や
身
近
な

話
題
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
広
報
10
月
号
を
読
ん
で

●
未
来
の
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
全
市
民
で
考
え
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

たくさんのお便り、ありがとうございました。
引き続き、皆さんからのお便りお待ちしています。

毎月、正解者の中から抽選で5人に図書カードをプレゼント！
応 募方法／①クイズの答えと住所、氏名（ふりがな）、年齢、
②広報紙へのご意見・ご感想や身近な話題などを書き添え、
11 月 9日（水）までに郵送（必着）またはメールでご応募く
ださい。ご意見などは、広報などで紹介する場合があります。

申込先／協働まちづくり課（〒410‐2292　長岡 340‐1）
　　　　info@city.izunokuni.shizuoka.jp

先月の答え／ 歯
し か

科検
けんしん

診
　　　　　　   正解者は 32 ／ 32 人
図書カード当選者：順不同・敬称略／
　鎌野純子、土屋真澄、植松富子、村田慎、平井節子
＊当選者へのプレゼントは、11月末までに発送予定です。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

市の人口（10月１日現在）
※（　）内は先月比　単位：人

住民登録人口 47,385 （-63）
世帯 21,542 （-8）

男：22,966（-26）女：24,419（-37）

市内ごみ・CO2排出量（8月）
※（　）内は昨年比　単位：ｔ

燃やせるごみ 1,145（+68）
焼却によるCO2 260（+58）

資源ごみ 373（+59）
埋め立てごみ 14 （0）
合計 1,532（+127）
市民 1人当たり　1,041.5 ｇ

市内交通事故発生状況（8月）
※（　）内は昨年比　単位：件・人

件数 死者 負傷者
人身事故 13 （0） 0 （0）23 （+8）
うち高齢者 4 （-2） 0 （0） 3 （-3）

大仁警察署調べ（数値は確定値です。）

答え○〇○○○○○○○

お題 ：アナグラム
脳の活性度　★★★★

（
つ
い
、
う
ん
ど
う
し
こ
う
）

つ
い
、
運
動
志
向

鍛えたい！

問
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
１

不
用
品
活
用
バ
ン
ク

　

不
用
品
活
用
バ
ン
ク
に
登
録
す
れ
ば
、「
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
」

「
ゆ
ず
り
た
い
」人
を
探
し
ま
す
。

ゆ
ず
り
ま
す

〇
学
習
机　

〇
ラ
ン
ド
セ
ル（
赤
）　

〇
ト
ー
ト
バ
ッ
グ

〇
ペ
ン
キ　

〇
座
卓　

〇
ベ
ッ
ド　

〇
ひ
な
人
形　

〇
ロ
フ
ト
ベ
ッ
ド　

〇
ベ
ッ
ド
枠

〇
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド　

〇
ベ
ビ
ー
カ
ー

〇
か
め（
陶
器
）　

〇
ド
ア
ス
ペ
ー
ス
ハ
ン
ガ
ー

〇
キ
ッ
ズ
チ
ェ
ア
ー　

〇
ウ
ォ
ー
タ
ー
オ
ー
ブ
ン

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

〇
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
電
灯　

〇
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

〇
草
刈
り
機　

〇
手
話
の
辞
典　

〇
小
型
耕
運
機（
手
押
し
）

〇
ク
レ
ー
プ
メ
ー
カ
ー　

〇
ブ
ル
ー
シ
ー
ト　

〇
鉄
道
模
型

〇
ソ
フ
ァ
ー（
１
〜
２
人
掛
け
）　

〇
電
気
（
１
〜
２
升
）　

〇
ワ
ー
プ
ロ　

〇
ブ
ロ
ッ
ク（
壁
用
）　

〇
海
釣
り
道
具

〇
女
児
ズ
ボ
ン
・
ス
カ
ー
ト（
１
０
０
〜
１
４
０
㎝
）

〇
ラ
ジ
オ　

〇
七
輪　

〇
毛
糸
・
し
し
ゅ
う
糸　

〇
自
転
車

〇
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド　

〇
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
網
戸（
90
×
90
㎝
位
）

※
全
て
無
償
で
の
譲
渡
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録
す
る
品
物

は
原
則
と
し
て
、
譲
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
自
己
の
通
常
生
活

に
使
っ
て
い
た
も
の
。
譲
り
受
け
る
人
は
、
今
後
、
自
己
の

通
常
生
活
に
使
う
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　期間中、消防団が20時にサイレンを吹鳴し、夜間
パトロールを実施します。
　日頃から「火の用心」に心がけ、火災のない、安全
で、安心できるまちづくりを目指しましょう。

いのちを守る【３つの習慣】
①寝たばこは、絶対にやめる。②ストーブは燃えやす
いものから離れた位置で使用する。③ガスコンロなど
のそばを離れるときは、必ず火を消す。

いのちを守る【５つの対策】
①ストーブやこんろなどは安全装置の付いた機器を使
用する。②寝具、衣類およびカーテンは、防炎品を使
用する。③消火器などを設置し、使い方を確認してお
く。④避難経路と避難方法を常に確保し、備えてお
く。⑤防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、
地域ぐるみの防火対策を行う。

【住宅用火災警報器について】
　電池内蔵式の住宅用火災警報器は、電池の寿命は購
入から約10年と言われています。早めに新しい住宅
用火災警報器に交換してください。

　11月に今後の保健福祉行政や介護保険制度により
円滑な運営に役立てるために、皆様の生活に関する
アンケート調査を郵送およびWEBで実施します。

①高齢者一般調査
対象／要支援認定者・要介護認定者以外の高齢者
件数／抽出により1,800人

②総合事業対象者調査
対象／総合事業対象者
件数／200人程度

③介護保険の在宅要介護認定者調査
対象／在宅で生活する要介護認定者
件数／抽出により400人

11月９日（水）～15日（火）は秋季全国火災予防運動

『お出かけは
　　　　　マスク戸締り
　　　　　　　　　　火の用心』

問 危機管理課
☎ 055-948-1482
問 駿東伊豆消防本部第二方面本部
☎ 0558-76-2280

問 長寿介護課
☎ 0558-76-8009

高齢者実態調査（アンケート）
　　　　　　　　　のお知らせ

とき／以下の期間中の17時～20時
●ブルー（「世界糖尿病デー」イメージカラー）
　11月7日（月）～13日（日）
　　　問 健康づくり課　☎ 055-949-6820

● パープル（「女性に対する暴力をなくす運動」イメージ
カラー）
　11月15日（火）～21日（月）
● オレンジ（「児童虐待防止推進月間」イメージカラー）
　11月22日（火）～30日（水）
　　　問 福祉こども相談センター　☎ 0558-76-8010

運動した
い！


